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(57)【要約】
【課題】端末装置および基地局装置が互いに、効率的に
通信をすること
【解決手段】端末装置は、ランダムアクセスレスポンス
受信またはコンテンションリゾリューションの失敗に基
づいて送信カウンタをインクリメントし、上位層のパラ
メータｐｏｗｅｒＲａｍｐｉｎｇＳｔｅｐ（１）を示す
情報と上位層のパラメータｐｏｗｅｒＲａｍｐｉｎｇＳ
ｔｅｐ（２）を示す情報を受信し、２ステップコンテン
ションベースランダムアクセス手順の第１のステップに
おけるＰＲＡＣＨ送信のための送信電力は送信カウンタ
と上位層のパラメータｐｏｗｅｒＲａｍｐｉｎｇＳｔｅ
ｐ（１）に少なくとも基づいて与えられ、２ステップコ
ンテンションベースランダムアクセス手順の第１のステ
ップにおけるＰＵＳＣＨ送信のための送信電力は送信カ
ウンタと上位層のパラメータｐｏｗｅｒＲａｍｐｉｎｇ
Ｓｔｅｐ（２）に少なくとも基づいて与えられる。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ランダムアクセスレスポンス受信またはコンテンションリゾリューションの失敗に基づ
いて送信カウンタをインクリメントする上位層処理部と、
　上位層のパラメータｐｏｗｅｒＲａｍｐｉｎｇＳｔｅｐ（１）を示す情報、および、上
位層のパラメータｐｏｗｅｒＲａｍｐｉｎｇＳｔｅｐ（２）を示す情報を受信する受信部
と、
　送信電力をセットする送信電力制御部と、を備え、
　２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順の第１のステップにおけるＰＲ
ＡＣＨ送信のための送信電力は、前記送信カウンタ、および、前記上位層のパラメータｐ
ｏｗｅｒＲａｍｐｉｎｇＳｔｅｐ（１）に少なくとも基づいて与えられ、
　前記２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順の前記第１のステップにお
けるＰＵＳＣＨ送信のための送信電力は、前記送信カウンタ、および、前記上位層のパラ
メータｐｏｗｅｒＲａｍｐｉｎｇＳｔｅｐ（２）に少なくとも基づいて与えられる
　端末装置。
【請求項２】
　端末装置に用いられる通信方法であって、
　ランダムアクセスレスポンス受信またはコンテンションリゾリューションの失敗に基づ
いて送信カウンタをインクリメントし、
　上位層のパラメータｐｏｗｅｒＲａｍｐｉｎｇＳｔｅｐ（１）を示す情報、および、上
位層のパラメータｐｏｗｅｒＲａｍｐｉｎｇＳｔｅｐ（２）を示す情報を受信し、
　送信電力をセットし、
　２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順の第１のステップにおけるＰＲ
ＡＣＨ送信のための送信電力は、前記送信カウンタ、および、前記上位層のパラメータｐ
ｏｗｅｒＲａｍｐｉｎｇＳｔｅｐ（１）に少なくとも基づいて与えられ、
　前記２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順の前記第１のステップにお
けるＰＵＳＣＨ送信のための送信電力は、前記送信カウンタ、および、前記上位層のパラ
メータｐｏｗｅｒＲａｍｐｉｎｇＳｔｅｐ（２）に少なくとも基づいて与えられる
　通信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、端末装置、基地局装置、通信方法、および、集積回路に関する。
【背景技術】
【０００２】
　セルラー移動通信の無線アクセス方式および無線ネットワーク（以下、「Long Term Ev
olution （LTE：登録商標）」、または、「Evolved Universal Terrestrial Radio Acces
s : EUTRA」と称する。）が、第三世代パートナーシッププロジェクト（3rd Generation 
Partnership Project: 3GPP）において検討されている（非特許文献１、２、３、４、５
）。また、３ＧＰＰにおいて、新たな無線アクセス方式（以下、「New Radio（NR）」と
称する。）が検討されている。ＬＴＥでは、基地局装置をｅＮｏｄｅＢ（evolved NodeB
）とも称する。ＮＲでは、基地局装置をｇＮｏｄｅＢとも称する。ＬＴＥ、および、ＮＲ
では、端末装置をＵＥ（User Equipment）とも称する。ＬＴＥ、および、ＮＲは、基地局
装置がカバーするエリアをセル状に複数配置するセルラー通信システムである。単一の基
地局装置は複数のセルを管理してもよい。
【０００３】
　非特許文献６において、初期アクセス手順、および、ランダムアクセス手順の遅延およ
び／またはオーバーヘッドの削減のための技術を検討することが提案されている（非特許
文献６）。
【先行技術文献】
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【非特許文献】
【０００４】
【非特許文献１】"3GPP TS 36.211 V13.0.0 (2015-12)", 6th January, 2016.
【非特許文献２】"3GPP TS 36.212 V13.0.0 (2015-12)", 6th January, 2016.
【非特許文献３】"3GPP TS 36.213 V13.0.0 (2015-12)", 6th January, 2016.
【非特許文献４】"3GPP TS 36.321 V13.0.0 (2015-12)", 14th January, 2016.
【非特許文献５】"3GPP TS 36.331 V13.0.0 (2015-12)", 7th January, 2016.
【非特許文献６】"Motivation for new SI proposal: Enhancements to initial access 
and scheduling for low-latency LTE", RP-162295, 5th December 2016.
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、基地局装置とのランダムアクセスを効率的に実行することができる端末装置
、該端末装置と通信する基地局装置、該端末装置に用いられる通信方法、該基地局装置に
用いられる通信方法、該端末装置に実装される集積回路、該基地局装置に実装される集積
回路を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　（１）本発明の態様は、以下のような手段を講じた。すなわち、本発明の第１の態様は
、端末装置であって、端末装置であって、ランダムアクセスレスポンス受信またはコンテ
ンションリゾリューションの失敗に基づいて送信カウンタをインクリメントする上位層処
理部と、上位層のパラメータｐｏｗｅｒＲａｍｐｉｎｇＳｔｅｐ（１）を示す情報、およ
び、上位層のパラメータｐｏｗｅｒＲａｍｐｉｎｇＳｔｅｐ（２）を示す情報を受信する
受信部と、送信電力をセットする送信電力制御部と、を備え、２ステップコンテンション
ベースランダムアクセス手順の第１のステップにおけるＰＲＡＣＨ送信のための送信電力
は、前記送信カウンタ、および、前記上位層のパラメータｐｏｗｅｒＲａｍｐｉｎｇＳｔ
ｅｐ（１）に少なくとも基づいて与えられ、前記２ステップコンテンションベースランダ
ムアクセス手順の前記第１のステップにおけるＰＵＳＣＨ送信のための送信電力は、前記
送信カウンタ、および、前記上位層のパラメータｐｏｗｅｒＲａｍｐｉｎｇＳｔｅｐ（２
）に少なくとも基づいて与えられる。
【０００７】
　（２）本発明の第２の態様は、端末装置に用いられる通信方法であって、ランダムアク
セスレスポンス受信またはコンテンションリゾリューションの失敗に基づいて送信カウン
タをインクリメントし、上位層のパラメータｐｏｗｅｒＲａｍｐｉｎｇＳｔｅｐ（１）を
示す情報、および、上位層のパラメータｐｏｗｅｒＲａｍｐｉｎｇＳｔｅｐ（２）を示す
情報を受信し、送信電力をセットし、２ステップコンテンションベースランダムアクセス
手順の第１のステップにおけるＰＲＡＣＨ送信のための送信電力は、前記送信カウンタ、
および、前記上位層のパラメータｐｏｗｅｒＲａｍｐｉｎｇＳｔｅｐ（１）に少なくとも
基づいて与えられ、前記２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順の前記第
１のステップにおけるＰＵＳＣＨ送信のための送信電力は、前記送信カウンタ、および、
前記上位層のパラメータｐｏｗｅｒＲａｍｐｉｎｇＳｔｅｐ（２）に少なくとも基づいて
与えられる。
【発明の効果】
【０００８】
　この発明によれば、端末装置および基地局装置は、効率的にランダムアクセス手順を実
行することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本実施形態の無線通信システムの概念図である。
【図２】本実施形態の無線フレームの概略構成を示す図である。
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【図３】本実施形態の上りリンクスロットの概略構成を示す図である。
【図４】本実施形態の端末装置１の構成を示す概略ブロック図である。
【図５】本実施形態のターゲット基地局装置３Ｂの構成を示す概略ブロック図である。
【図６】本実施形態における４ステップコンテンションベースランダムアクセス手順の一
例を示す図である。
【図７】本実施形態における２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順の一
例を示す図である。
【図８】本実施形態における２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順の変
形例を示す図である。
【図９】本実施形態における非コンテンションベースランダムアクセス手順の一例を示す
図である。
【図１０】本実施形態におけるイベントとランダムアクセス手順の形態の対応の一例を示
す図である。
【図１１】本実施形態におけるイベントとランダムアクセス手順の形態の対応の別の例を
示す図である。
【図１２】本実施形態の２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順における
、ランダムアクセスプリアンブルの送信のためのリソースのセットと、メッセ―ジＸの送
信のための送信パラメータと、ランダムアクセスプリアンブルのグループの対応の一例を
示す図である。
【図１３】本実施形態の２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順における
、ランダムアクセスプリアンブル、および、メッセ―ジＸの送信のための送信パラメータ
の対応の一例を示す図である。
【図１４】本実施形態の２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順における
、ランダムアクセスプリアンブルのグループ、および、メッセ―ジＸの送信のための送信
パラメータの対応の一例を示す図である。
【図１５】本実施形態の２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順における
、ランダムアクセスプリアンブル、および、メッセ―ジＸの送信のための送信パラメータ
の対応の別の例を示す図である。
【図１６】本実施形態における２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順の
一例を示す図である。
【図１７】本実施形態におけるランダムアクセスレスポンスおよび／またはコンテンショ
ンリゾリューションを含むトランスポートブロックの一例を示す図である。
【図１８】本実施形態におけるランダムアクセス手順のためのランダムアクセスプリアン
ブルのグループの一例を示す図である。
【図１９】本実施形態におけるランダムアクセス手順のためのランダムアクセスプリアン
ブルのグループの別の例を示す図である。
【図２０】本実施形態におけるコンテンションベースランダムアクセス手順のフローの一
例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の実施形態について説明する。
【００１１】
　図１は、本実施形態の無線通信システムの概念図である。図１において、無線通信シス
テムは、端末装置１、および、基地局装置３を具備する。基地局装置３は、ソース基地局
装置３Ａ、ターゲット基地局装置３Ｂ、および、ＭＭＥ（Mobility Management Entity）
／ＧＷ（Gateway）を含む。Ｕｕは端末装置１と基地局装置３の間の無線アクセスリンク
である。Ｕｕは、端末装置１から基地局装置３への上りリンク、および、基地局装置３か
ら端末装置１への下りリンクを含む。Ｘ２は、ソース基地局装置３Ａとターゲット基地局
装置３Ｂの間のバックホールリンクである。Ｓ１は、ソース基地局装置３Ａ／ターゲット
基地局装置３ＢとＭＭＥ／ＧＷの間のバックホールリンクである。



(5) JP 2020-65095 A 2020.4.23

10

20

30

40

50

【００１２】
　端末装置１は、ソース基地局装置３Ａからターゲット基地局装置３Ｂにハンドオーバし
てもよい。端末装置１は、ソースセルからターゲットセルにハンドオーバしてもよい。ソ
ースセルは、ソース基地局装置３Ａによって管理されてもよい。ターゲットセルは、ター
ゲット基地局装置３Ｂによって管理されてもよい。ソース基地局装置３Ａ、および、ター
ゲット基地局装置３Ｂは、同じ装置であってもよい。すなわち、端末装置１は、ソース基
地局装置３Ａが管理するソースセルから、当該ソース基地局装置３Ａが管理するターゲッ
トセルにハンドオーバしてもよい。ソースセルは、ソースプライマリーセルとも称する。
ターゲットセルを、ターゲットプライマリーセルとも称する。
【００１３】
　以下、キャリアアグリゲーションについて説明する。
【００１４】
　本実施形態では、端末装置１は、１、または、複数のサービングセルが設定される。端
末装置１が複数のサービングセルを介して通信する技術をセルアグリゲーション、または
キャリアアグリゲーションと称する。キャリアアグリゲーションにおいて、設定された複
数のサービングセルを集約されたサービングセルとも称する。
【００１５】
　本実施形態の無線通信システムは、ＴＤＤ（Time Division Duplex）および／またはＦ
ＤＤ（Frequency Division Duplex）が適用される。セルアグリゲーションの場合には、
複数のサービングセルの全てに対してＴＤＤが適用されてもよい。また、セルアグリゲー
ションの場合には、ＴＤＤが適用されるサービングセルとＦＤＤが適用されるサービング
セルが集約されてもよい。本実施形態において、ＴＤＤが適用されるサービングセルをＴ
ＤＤサービングセルとも称する。
【００１６】
　設定された複数のサービングセルは、１つのプライマリーセルと１つまたは複数のセカ
ンダリーセルとを含む。プライマリーセルは、初期コネクション確立（initial connecti
on establishment）プロシージャが行なわれたサービングセル、ＲＲＣコネクション再確
立（Radio Resource Control connection re-establishment）プロシージャを開始したサ
ービングセル、または、ハンドオーバプロシージャにおいてプライマリーセルと指示され
たセルである。ＲＲＣ（Radio Resource Control）コネクションが確立された時点、また
は、後に、セカンダリーセルが設定されてもよい。
【００１７】
　プライマリーセルは、ソースプライマリーセル、および、ターゲットプライマリーセル
を含んでもよい。
【００１８】
　下りリンクにおいて、サービングセルに対応するキャリアを下りリンクコンポーネント
キャリアと称する。上りリンクにおいて、サービングセルに対応するキャリアを上りリン
クコンポーネントキャリアと称する。下りリンクコンポーネントキャリア、および、上り
リンクコンポーネントキャリアを総称して、コンポーネントキャリアと称する。
【００１９】
　端末装置１は、集約される複数のサービングセル（コンポーネントキャリア）において
、複数の物理チャネル／複数の物理シグナルの同時送信を行うことができる。端末装置１
は、集約される複数のサービングセル（コンポーネントキャリア）において、複数の物理
チャネル／複数の物理シグナルの同時受信を行うことができる。
【００２０】
　端末装置に対してＤＣ（Dual Connectivity）が設定されている場合、ＭＣＧ（Master 
Cell Group）は全てのサービングセルのサブセットであり、且つ、ＳＣＧ（Secondary Ce
ll Group）はＭＣＧの一部ではないサービングセルのサブセットである。端末装置に対し
てＤＣが設定されていない場合、ＭＣＧは全てのサービングセルを含む。ＭＣＧは、プラ
イマリーセル、および、０または０より多いセカンダリーセルを含む。ＳＣＧは、プライ
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マリーセカンダリーセル、および、０または０より多いセカンダリーセルを含む。
【００２１】
　ＭＣＧは、１つのプライマリーＴＡＧ、および、０または０より多いセカンダリーＴＡ
Ｇを含んでもよい。ＳＣＧは、１つのプライマリーＴＡＧ、および、０または０より多い
セカンダリーＴＡＧを含んでもよい。
【００２２】
　ＴＡＧ（Timing Advance Group）は、ＲＲＣ（Radio Resource Control）によって設定
されるサービングセルのグループである。同じＴＡＧに含まれるサービングセルに対して
、同じタイミングアドバンスの値が適用される。タイミングアドバンスは、サービングセ
ルにおけるＰＵＳＣＨ／ＰＵＣＣＨ／ＳＲＳ／ＤＭＲＳの送信タイミングを調整するため
に用いられる。ＭＣＧのプライマリーＴＡＧは、プライマリーセル、および、０または０
より多いセカンダリーセルを含んでもよい。ＳＣＧのプライマリーＴＡＧは、プライマリ
ーセカンダリーセル、および、０または０より多いセカンダリーセルを含んでもよい。セ
カンダリーＴＡＧは、１または１より多いセカンダリーセルを含んでもよい。セカンダリ
ーＴＡＧは、プライマリーセル、および、プライマリーセカンダリーセルを含まない。
【００２３】
　図２は、本実施形態の無線フレームの概略構成を示す図である。図２において、横軸は
時間軸である。
【００２４】
　時間領域における種々のフィールドのサイズは、時間ユニットTs=1/(15000・2048)秒の
数によって表現される。無線フレームの長さは、Tf=307200・Ts=10ms (ミリ秒)である。
それぞれの無線フレームは、時間領域において連続する１０のサブフレームを含む。それ
ぞれのサブフレームの長さは、Tsubframe=30720・Ts=1msである。それぞれのサブフレー
ムｉは、時間領域において連続する２つのスロットを含む。該時間領域において連続する
２つのスロットは、無線フレーム内のスロット番号nsが２ｉのスロット、および、無線フ
レーム内のスロット番号nsが２ｉ＋１のスロットである。それぞれのスロットの長さは、
Tslot=153600・ns=0.5msである。それぞれの無線フレームは、時間領域において連続する
１０のサブフレームを含む。それぞれの無線フレームは、時間領域において連続する２０
のスロット（ns=0,1,…,19）を含む。サブフレームを、ＴＴＩ（Transmission Time Inte
rval）とも称する。
【００２５】
　以下、本実施形態のスロットの構成について説明する。図３は、本実施形態の上りリン
クスロットの概略構成を示す図である。図３において、１つのセルにおける上りリンクス
ロットの構成を示す。図３において、横軸は時間軸であり、縦軸は周波数軸である。図３
において、ｌはＳＣ－ＦＤＭＡ（Single Carrier-Frequency Division Multiple Access
）シンボル番号／インデックスであり、ｋはサブキャリア番号／インデックスである。
【００２６】
　スロットのそれぞれにおいて送信される物理シグナルまたは物理チャネルは、リソース
グリッドによって表現される。上りリンクにおいて、リソースグリッドは複数のサブキャ
リアと複数のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルによって定義される。リソースグリッド内のエレメ
ントのそれぞれをリソースエレメントと称する。リソースエレメントは、サブキャリア番
号／インデックスｋ、および、ＳＣ－ＦＤＭＡシンボル番号／インデックスｌによって表
される。本実施形態において、リソースは周波数－時間リソースを意味する。
【００２７】
　リソースグリッドは、アンテナポート毎に定義される。本実施形態では、１つのアンテ
ナポートに対する説明を行う。複数のアンテナポートのそれぞれに対して、本実施形態が
適用されてもよい。
【００２８】
　上りリンクスロットは、時間領域において、複数のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルｌ（l=0,1,
…,NULsymb）を含む。NULsymbは、１つの上りリンクスロットに含まれるＳＣ－ＦＤＭＡ
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シンボルの数を示す。ノーマルＣＰ（normal Cyclic Prefix）に対して、NULsymbは７で
ある。拡張ＣＰ（extended Cyclic Prefix）に対して、NULsymbは６である。
【００２９】
　上りリンクスロットは、周波数領域において、複数のサブキャリアｋ（k=0,1,…,NULRB
×NRBsc)を含む。NULRBは、NRBscの倍数によって表現される、サービングセルに対する上
りリンク帯域幅設定である。NRBscは、サブキャリアの数によって表現される、周波数領
域における（物理）リソースブロックサイズである。本実施形態において、サブキャリア
間隔Δfは１５ｋＨｚであり、NRBscは１２サブキャリアである。すなわち、本実施形態に
おいてNRBscは、１８０ｋＨｚである。
【００３０】
　リソースブロックは、物理チャネルのリソースエレメントへのマッピングを表すために
用いられる。リソースブロックは、仮想リソースブロックと物理リソースブロックが定義
される。物理チャネルは、まず仮想リソースブロックにマップされる。その後、仮想リソ
ースブロックは、物理リソースブロックにマップされる。１つの物理リソースブロックは
、時間領域においてNULsymbの連続するＳＣ－ＦＤＭＡシンボルと周波数領域においてNRB

scの連続するサブキャリアとから定義される。ゆえに、１つの物理リソースブロックは（
NULsymb×NRBsc）のリソースエレメントから構成される。１つの物理リソースブロックは
、時間領域において１つのスロットに対応する。物理リソースブロックは周波数領域にお
いて、周波数の低いほうから順に番号（0,1,…, NULRB -1）が付けられる。
【００３１】
　本実施形態における下りリンクのスロットは、複数のＯＦＤＭシンボルを含む。本実施
形態における下りリンクのスロットの構成は、リソースグリッドが複数のサブキャリアと
複数のＯＦＤＭシンボルによって定義される
点を除いて同じであるため、下りリンクのスロットの構成の説明は省略する。
【００３２】
　本実施形態の物理チャネルおよび物理シグナルについて説明する。
【００３３】
　図１において、端末装置１から基地局装置３への上りリンクの無線通信では、以下の上
りリンク物理チャネルが用いられる。上りリンク物理チャネルは、上位層から出力された
情報を送信するために、物理層によって使用される。
・ＰＵＣＣＨ（Physical Uplink Control Channel）
・ＰＵＳＣＨ（Physical Uplink Shared Channel）
・ＰＲＡＣＨ（Physical Random Access Channel）
　ＰＵＣＣＨは、上りリンク制御情報（Uplink Control Information: UCI）を送信する
ために用いられる。上りリンク制御情報は、下りリンクのチャネル状態情報（Channel St
ate Information: CSI）、初期送信のためのＰＵＳＣＨ（Uplink-Shared Channel: UL-SC
H）リソースを要求するために用いられるスケジューリングリクエスト（Scheduling Requ
est: SR）、下りリンクデータ（Transport block, Medium Access Control Protocol Dat
a Unit: MAC PDU, Downlink-Shared Channel: DL-SCH, Physical Downlink Shared Chann
el: PDSCH）に対するＨＡＲＱ－ＡＣＫ（Hybrid Automatic Repeat request ACKnowledge
ment）を含む。ＨＡＲＱ－ＡＣＫは、ＡＣＫ（acknowledgement）またはＮＡＣＫ（negat
ive-acknowledgement）を示す。ＨＡＲＱ－ＡＣＫを、ＨＡＲＱフィードバック、ＨＡＲ
Ｑ情報、ＨＡＲＱ制御情報、および、ＡＣＫ／ＮＡＣＫとも称する。
【００３４】
　ＰＵＳＣＨは、上りリンクデータ（Uplink-Shared Channel: UL-SCH）を送信するため
に用いられる。ＰＵＳＣＨは、上りリンクデータと共にＨＡＲＱ－ＡＣＫおよび／または
チャネル状態情報を送信するために用いられてもよい。また、ＰＵＳＣＨはチャネル状態
情報のみ、または、ＨＡＲＱ－ＡＣＫおよびチャネル状態情報のみを送信するために用い
られてもよい。ＰＵＳＣＨは、ランダムアクセスメッセージ３を送信するために用いられ
る。
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【００３５】
　ＰＲＡＣＨは、ランダムアクセスプリアンブル（ランダムアクセスメッセージ１）を送
信するために用いられる。ＰＲＡＣＨは、初期コネクション確立（initial connection e
stablishment）プロシージャ、ハンドオーバプロシージャ、コネクション再確立（connec
tion re-establishment）プロシージャ、上りリンク送信に対する同期（タイミング調整
）、およびＰＵＳＣＨ（ＵＬ－ＳＣＨ）リソースの要求を示すために用いられる。
【００３６】
　ランダムアクセスプリアンブルは、物理ルートシーケンスインデックスｕに対応するＺ
ａｄｏｆｆ－Ｃｈｕ系列をサイクリックシフトすることによって与えられてもよい。Ｚａ
ｄｏｆｆ－Ｃｈｕ系列は、物理ルートシーケンスインデックスｕに基づいて生成される。
１つのセルにおいて、複数のランダムアクセスプリアンブルが定義されてもよい。ランダ
ムアクセスプリアンブルは、ランダムアクセスプリアンブルのインデックスによって特定
されてもよい。ランダムアクセスプリアンブルの異なるインデックスに対応する異なるラ
ンダムアクセスプリアンブルは、物理ルートシーケンスインデックスｕとサイクリックシ
フトの異なる組み合わせに対応する。物理ルートシーケンスインデックスｕ、および、サ
イクリックシフトは、システムインフォメーションに含まれる情報に少なくとも基づいて
与えられてもよい。
【００３７】
　物理ルートシーケンスインデックスｕに対応するＺａｄｏｆｆ－Ｃｈｕ系列ｘｕ（ｎ）
は、以下の数式（１）によって与えられる。ｅはネイピア数である。ＮＺＣは、Ｚａｄｏ
ｆｆ－Ｃｈｕ系列ｘｕ（ｎ）の長さである。ｎは、０からＮＺＣ－１までインクリメント
される整数である。
【００３８】
【数１】

【００３９】
　ランダムアクセスプリアンブル（ランダムアクセスプリアンブルの系列）ｘｕ，ｖ（ｎ
）は以下の数式（２）によって与えられる。Ｃｖは、サイクリックシフトの値である。Ｘ
　ｍｏｄ　Ｙは、ＸをＹで割ったときの余りを出力する関数である。
【００４０】
【数２】

【００４１】
　図１において、上りリンクの無線通信では、以下の上りリンク物理シグナルが用いられ
る。上りリンク物理シグナルは、上位層から出力された情報を送信するために使用されな
いが、物理層によって使用される。
・上りリンク参照信号（Uplink Reference Signal: UL RS）
　本実施形態において、以下の２つのタイプの上りリンク参照信号が用いられる。
・ＤＭＲＳ（Demodulation Reference Signal）
・ＳＲＳ（Sounding Reference Signal）
　ＤＭＲＳは、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨの送信に関連する。ＤＭＲＳは、ＰＵＳＣＨ
またはＰＵＣＣＨと時間多重される。基地局装置３は、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨの伝
搬路補正を行なうためにＤＭＲＳを使用する。以下、ＰＵＳＣＨとＤＭＲＳを共に送信す
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ることを、単にＰＵＳＣＨを送信すると称する。以下、ＰＵＣＣＨとＤＭＲＳを共に送信
することを、単にＰＵＣＣＨを送信すると称する。
【００４２】
　ＳＲＳは、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨの送信に関連しない。基地局装置３は、チャネ
ル状態の測定のためにＳＲＳを用いてもよい。ＳＲＳは、上りリンクサブフレームにおけ
る最後のＳＣ－ＦＤＭＡシンボル、または、ＵｐＰＴＳにおけるＳＣ－ＦＤＭＡシンボル
において送信される。
【００４３】
　図１において、基地局装置３から端末装置１への下りリンクの無線通信では、以下の下
りリンク物理チャネルが用いられる。下りリンク物理チャネルは、上位層から出力された
情報を送信するために、物理層によって使用される。
・ＰＢＣＨ（Physical Broadcast Channel）
・ＰＣＦＩＣＨ（Physical Control Format Indicator Channel）
・ＰＨＩＣＨ（Physical Hybrid automatic repeat request Indicator Channel）
・ＰＤＣＣＨ（Physical Downlink Control Channel）
・ＥＰＤＣＣＨ（Enhanced Physical Downlink Control Channel）
・ＰＤＳＣＨ（Physical Downlink Shared Channel）
・ＰＭＣＨ（Physical Multicast Channel）
　ＰＢＣＨは、端末装置１で共通に用いられるマスターインフォメーションブロック（Ma
ster Information Block: MIB, Broadcast Channel: BCH）を報知するために用いられる
。ＭＩＢは、４０ms間隔で送信され、ＭＩＢは１０ｍｓ周期で繰り返し送信される。具体
的には、SFN mod 4 = 0を満たす無線フレームにおけるサブフレーム０においてＭＩＢの
初期送信が行なわれ、他の全ての無線フレームにおけるサブフレーム０においてＭＩＢの
再送信（repetition）が行なわれる。ＳＦＮ（system frame number）は無線フレームの
番号である。ＭＩＢはシステム情報である。例えば、ＭＩＢは、ＳＦＮを示す情報を含む
。
【００４４】
　ＰＣＦＩＣＨは、ＰＤＣＣＨの送信に用いられる領域（ＯＦＤＭシンボル）を指示する
情報を送信するために用いられる。
【００４５】
　ＰＨＩＣＨは、基地局装置３が受信した上りリンクデータ（Uplink Shared Channel: U
L-SCH）に対するＨＡＲＱインディケータを送信するために用いられる。ＨＡＲＱインデ
ィケータは、ＨＡＲＱ－ＡＣＫを示す。
【００４６】
　ＰＤＣＣＨおよびＥＰＤＣＣＨは、下りリンク制御情報（Downlink Control Informati
on: DCI）を送信するために用いられる。下りリンク制御情報を、ＤＣＩフォーマットと
も称する。下りリンク制御情報は、下りリンクグラント（downlink grant）および上りリ
ンクグラント（uplink grant）を含む。下りリンクグラントは、下りリンクアサインメン
ト（downlink assignment）または下りリンク割り当て（downlink allocation）とも称す
る。
【００４７】
　１つの下りリンクグラントは、１つのサービングセル内の１つのＰＤＳＣＨのスケジュ
ーリングに用いられる。下りリンクグラントは、該下りリンクグラントが送信されたサブ
フレームと同じサブフレーム内のＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる。
【００４８】
　１つの上りリンクグラントは、１つのサービングセル内の１つのＰＵＳＣＨのスケジュ
ーリングに用いられる。上りリンクグラントは、該上りリンクグラントが送信されたサブ
フレームより４つ以上後のサブフレーム内のＰＵＳＣＨのスケジューリングに用いられる
。
【００４９】
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　下りリンクグラント、または、上りリンクグラントに付加されるＣＲＣパリティビット
は、Ｃ－ＲＮＴＩ（Cell-Radio Network Temporary Identifier）、Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ
　Ｃ－ＲＮＴＩ、ＳＰＳ（Semi Persistent Scheduling）Ｃ－ＲＮＴＩ、ＲＡ－ＲＮＴＩ
（Random Access-Radio Network Temporary Identifier）によってスクランブルされる。
Ｃ－ＲＮＴＩおよびＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩは、セル内において端末装置を識別するための
識別子である。Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩは、コンテンションベースランダムア
クセスプロシージャの間に用いられる。ＲＡ－ＲＮＴＩは、ランダムアクセスレスポンス
のスケジューリングのために用いられる。ＲＮＴＩによってスクランブルされたＣＲＣパ
リティビットが付加された上りリンクグラントを、ＲＮＴＩに対する上りリンクグラント
、ＲＮＴＩに対応する上りリンクグラントとも称する。ＲＮＴＩによってスクランブルさ
れたＣＲＣパリティビットが付加された上りリンクグラントを含むＰＤＣＣＨを、ＲＮＴ
Ｉに対するＰＤＣＣＨ、ＲＮＴＩに対応するＰＤＣＣＨ、ＲＮＴＩ宛てのＰＤＣＣＨ、Ｒ
ＮＴＩを含むＰＤＣＣＨとも称する。
【００５０】
　Ｃ－ＲＮＴＩは、１つのサブフレームにおけるＰＤＳＣＨまたはＰＵＳＣＨを制御する
ために用いられる。端末装置１は、Ｃ－ＲＮＴＩによってスクランブルされたＣＲＣパリ
ティビットが付加される上りリンクグラントを含むＰＤＣＣＨの検出に基づいて、トラン
スポートブロックを含むＰＵＳＣＨを送信してもよい。該トランスポートブロックの再送
信は、Ｃ－ＲＮＴＩによってスクランブルされたＣＲＣパリティビットが付加される上り
リンクグラントを含むＰＤＣＣＨによって指示されてもよい。
【００５１】
　ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩは、ＰＤＳＣＨまたはＰＵＳＣＨのリソースを周期的に割り当て
るために用いられる。端末装置１は、ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩによってスクランブルされた
ＣＲＣパリティビットが付加される上りリンクグラントを含むＰＤＣＣＨの検出し、該上
りリンクグラントがＳＰＳ活性化コマンドとして有効であると判断された場合、該上りリ
ンクグラントを設定された上りリンクグラント（configured uplink grant）としてスト
アする。端末装置１のＭＡＣ層は、該設定された上りリンクグラントが周期的に発生する
とみなす。該設定された上りリンクグラントが発生するとみなされるサブフレームは、第
１の周期と第１のオフセットによって与えられる。端末装置１は、基地局装置３から、該
第１の周期を示す情報を受信する。該周期的に割り当てられるＰＵＳＣＨで送信されたト
ランスポートブロックの再送信は、ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩによってスクランブルされたＣ
ＲＣパリティビットが付加される上りリンクグラントによって指示される。該設定された
上りリンクグラントを、ＭＡＣ（Medium Access Control）によって設定された上りリン
クグラント、または、第１の設定された上りリンクグラントとも称する。
【００５２】
　ＰＤＳＣＨは、下りリンクデータ（Downlink Shared Channel: DL-SCH）を送信するた
めに用いられる。ＰＤＳＣＨは、ランダムアクセスメッセージ２（ランダムアクセスレス
ポンス）を送信するために用いられる。ＰＤＳＣＨは、ハンドオーバコマンドを送信する
ために用いられる。ＰＤＳＣＨは、初期アクセスのために用いられるパラメータを含むシ
ステム情報を送信するために用いられる。
【００５３】
　ＰＭＣＨは、マルチキャストデータ（Multicast Channel: MCH）を送信するために用い
られる。
【００５４】
　図１において、下りリンクの無線通信では、以下の下りリンク物理シグナルが用いられ
る。下りリンク物理シグナルは、上位層から出力された情報を送信するために使用されな
いが、物理層によって使用される。
・同期信号（Synchronization signal: SS）
・下りリンク参照信号（Downlink Reference Signal: DL RS）
　同期信号は、端末装置１が下りリンクの周波数領域および時間領域の同期をとるために
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用いられる。同期信号は、ＰＳＳ（Primary Synchronization Signal）、および、ＳＳＳ
（Second Synchronization Signal）を含む。
【００５５】
　下りリンク参照信号は、端末装置１が下りリンク物理チャネルの伝搬路補正を行なうた
めに用いられる。下りリンク参照信号は、端末装置１が下りリンクのチャネル状態情報を
算出するために用いられる。
【００５６】
　本実施形態において、以下の７つのタイプの下りリンク参照信号が用いられる。
・ＣＲＳ（Cell-specific Reference Signal）
・ＰＤＳＣＨに関連するＵＲＳ（UE-specific Reference Signal）
・ＥＰＤＣＣＨに関連するＤＭＲＳ（Demodulation Reference Signal）
・ＮＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳ（Non-Zero Power Chanel State Information - Reference Sign
al）
・ＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳ（Zero Power Chanel State Information - Reference Signal）
・ＭＢＳＦＮ　ＲＳ（Multimedia Broadcast and Multicast Service over Single Frequ
ency Network Reference signal）
・ＰＲＳ（Positioning Reference Signal）
　下りリンク物理チャネルおよび下りリンク物理シグナルを総称して、下りリンク信号と
称する。上りリンク物理チャネルおよび上りリンク物理シグナルを総称して、上りリンク
信号と称する。下りリンク物理チャネルおよび上りリンク物理チャネルを総称して、物理
チャネルと称する。下りリンク物理シグナルおよび上りリンク物理シグナルを総称して、
物理シグナルと称する。
【００５７】
　ＢＣＨ、ＭＣＨ、ＵＬ－ＳＣＨおよびＤＬ－ＳＣＨは、トランスポートチャネルである
。媒体アクセス制御（Medium Access Control: MAC）層で用いられるチャネルをトランス
ポートチャネルと称する。ＭＡＣ層で用いられるトランスポートチャネルの単位を、トラ
ンスポートブロック（transport block: TB）またはＭＡＣ　ＰＤＵ（Protocol Data Uni
t）とも称する。ＭＡＣ層においてトランスポートブロック毎にＨＡＲＱ（Hybrid Automa
tic Repeat reQuest）の制御が行なわれる。トランスポートブロックは、ＭＡＣ層が物理
層に渡す（deliver）データの単位である。物理層において、トランスポートブロックは
コードワードにマップされ、コードワード毎に符号化処理が行なわれる。
【００５８】
　基地局装置３と端末装置１は、上位層（higher layer）において信号をやり取り（送受
信）する。例えば、基地局装置３と端末装置１は、無線リソース制御（RRC: Radio Resou
rce Control）層において、ＲＲＣシグナリング（RRC message: Radio Resource Control
 message、RRC information: Radio Resource Control informationとも称される）を送
受信してもよい。また、基地局装置３と端末装置１は、媒体アクセス制御（MAC: Medium 
Access Control）層において、ＭＡＣ　ＣＥ（Control Element）を送受信してもよい。
ここで、ＲＲＣシグナリング、および／または、ＭＡＣ　ＣＥを、上位層の信号（higher
 layer signaling）とも称する。
【００５９】
　ＰＵＳＣＨおよびＰＤＳＣＨは、ＲＲＣシグナリング、および、ＭＡＣ　ＣＥを送信す
るために用いられる。ここで、基地局装置３からＰＤＳＣＨで送信されるＲＲＣシグナリ
ングは、セル内における複数の端末装置１に対して共通のシグナリングであってもよい。
基地局装置３からＰＤＳＣＨで送信されるＲＲＣシグナリングは、ある端末装置１に対し
て専用のシグナリング（dedicated signalingまたはUE specific signalingとも称する）
であってもよい。セルスペシフィックパラメータは、セル内における複数の端末装置１に
対して共通のシグナリング、または、ある端末装置１に対して専用のシグナリングを用い
て送信されてもよい。ＵＥスペシフィックパラメータは、ある端末装置１に対して専用の
シグナリングを用いて送信されてもよい。
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【００６０】
　以下、本実施形態における装置の構成について説明する。
【００６１】
　図４は、本実施形態の端末装置１の構成を示す概略ブロック図である。図示するように
、端末装置１は、無線送受信部１０、および、上位層処理部１４を含んで構成される。無
線送受信部１０は、アンテナ部１１、ＲＦ（Radio Frequency）部１２、および、ベース
バンド部１３を含んで構成される。上位層処理部１４は、媒体アクセス制御層処理部１５
、および、無線リソース制御層処理部１６を含んで構成される。無線送受信部１０を送信
部、受信部、または、物理層処理部とも称する。
【００６２】
　上位層処理部１４は、ユーザの操作等により生成された上りリンクデータ（トランスポ
ートブロック）を、無線送受信部１０に出力する。上位層処理部１４は、媒体アクセス制
御（MAC: Medium Access Control）層、パケットデータ統合プロトコル（Packet Data Co
nvergence Protocol: PDCP）層、無線リンク制御（Radio Link Control: RLC）層、無線
リソース制御（Radio Resource Control: RRC）層の処理を行なう。
【００６３】
　上位層処理部１４が備える媒体アクセス制御層処理部１５は、媒体アクセス制御層の処
理を行う。媒体アクセス制御層処理部１５は、無線リソース制御層処理部１６によって管
理されている各種設定情報／パラメータに基づいて、スケジューリングリクエストの伝送
の制御を行う。
【００６４】
　上位層処理部１４が備える無線リソース制御層処理部１６は、無線リソース制御層の処
理を行う。無線リソース制御層処理部１６は、自装置の各種設定情報／パラメータの管理
をする。無線リソース制御層処理部１６は、基地局装置３から受信した上位層の信号に基
づいて各種設定情報／パラメータをセットする。すなわち、無線リソース制御層処理部１
６は、基地局装置３から受信した各種設定情報／パラメータを示す情報に基づいて各種設
定情報／パラメータをセットする。
【００６５】
　無線送受信部１０は、変調、復調、符号化、復号化などの物理層の処理を行う。無線送
受信部１０は、基地局装置３から受信した信号を、分離、復調、復号し、復号した情報を
上位層処理部１４に出力する。無線送受信部１０は、データを変調、符号化することによ
って送信信号を生成し、基地局装置３に送信する。
【００６６】
　ＲＦ部１２は、アンテナ部１１を介して受信した信号を、直交復調によりベースバンド
信号に変換し（ダウンコンバート: down covert）、不要な周波数成分を除去する。ＲＦ
部１２は、処理をしたアナログ信号をベースバンド部に出力する。
【００６７】
　ベースバンド部１３は、ＲＦ部１２から入力されたアナログ信号を、アナログ信号をデ
ィジタル信号に変換する。ベースバンド部１３は、変換したディジタル信号からＣＰ（Cy
clic Prefix）に相当する部分を除去し、ＣＰを除去した信号に対して高速フーリエ変換
（Fast Fourier Transform: FFT）を行い、周波数領域の信号を抽出する。
【００６８】
　ベースバンド部１３は、データを逆高速フーリエ変換（Inverse Fast Fourier Transfo
rm: IFFT）して、ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを生成し、生成されたＳＣ－ＦＤＭＡシンボル
にＣＰを付加し、ベースバンドのディジタル信号を生成し、ベースバンドのディジタル信
号をアナログ信号に変換する。ベースバンド部１３は、変換したアナログ信号をＲＦ部１
２に出力する。
【００６９】
　ＲＦ部１２は、ローパスフィルタを用いてベースバンド部１３から入力されたアナログ
信号から余分な周波数成分を除去し、アナログ信号を搬送波周波数にアップコンバート（
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up convert）し、アンテナ部１１を介して送信する。また、ＲＦ部１２は、電力を増幅す
る。また、ＲＦ部１２は送信電力を制御する機能を備えてもよい。ＲＦ部１２を送信電力
制御部とも称する。
【００７０】
　図５は、本実施形態のターゲット基地局装置３Ｂの構成を示す概略ブロック図である。
図示するように、ターゲット基地局装置３Ｂは、無線送受信部３０、および、上位層処理
部３４を含んで構成される。無線送受信部３０は、アンテナ部３１、ＲＦ部３２、および
、ベースバンド部３３を含んで構成される。上位層処理部３４は、媒体アクセス制御層処
理部３５、および、無線リソース制御層処理部３６を含んで構成される。無線送受信部３
０を送信部、受信部、または、物理層処理部とも称する。ソース基地局装置３Ａの構成は
、ターゲット基地局装置３Ｂの構成と同じでもよい。
【００７１】
　上位層処理部３４は、媒体アクセス制御（MAC: Medium Access Control）層、パケット
データ統合プロトコル（Packet Data Convergence Protocol: PDCP）層、無線リンク制御
（Radio Link Control: RLC）層、無線リソース制御（Radio Resource Control: RRC）層
の処理を行なう。
【００７２】
　上位層処理部３４が備える媒体アクセス制御層処理部３５は、媒体アクセス制御層の処
理を行う。媒体アクセス制御層処理部３５は、無線リソース制御層処理部３６によって管
理されている各種設定情報／パラメータに基づいて、スケジューリングリクエストに関す
る処理を行う。上位層処理部３４は他の基地局装置、および、ＭＭＥ／ＧＷ３Ｃに情報を
送信してもよい。上位層処理部３４は他の基地局装置、および、ＭＭＥ／ＧＷ３Ｃから情
報を受信してもよい。
【００７３】
　上位層処理部３４が備える無線リソース制御層処理部３６は、無線リソース制御層の処
理を行う。無線リソース制御層処理部３６は、物理下りリンク共用チャネルに配置される
下りリンクデータ（トランスポートブロック）、システムインフォメーション、ＲＲＣメ
ッセージ、ＭＡＣ　ＣＥ（Control Element）などを生成し、又は上位ノードから取得し
、無線送受信部３０に出力する。また、無線リソース制御層処理部３６は、端末装置１各
々の各種設定情報／パラメータの管理をする。無線リソース制御層処理部３６は、上位層
の信号を介して端末装置１各々に対して各種設定情報／パラメータをセットしてもよい。
すなわち、無線リソース制御層処理部３６は、各種設定情報／パラメータを示す情報を送
信／報知する。
【００７４】
　無線送受信部３０の機能は、無線送受信部１０と同様であるため説明を省略する。
【００７５】
　端末装置１が備える符号１０から符号１６が付された部のそれぞれは、回路として構成
されてもよい。基地局装置３が備える符号３０から符号３６が付された部のそれぞれは、
回路として構成されてもよい。
【００７６】
　以下、ランダムアクセス手順について詳しく説明をする。ランダムアクセス手順は、コ
ンテンションベースランダムアクセス手順（contention based random access procedure
）、および、非コンテンションベースランダムアクセス手順（non-contention based ran
dom access procedure）を含む。コンテンションベースランダムアクセス手順は、２ステ
ップコンテンションベースランダムアクセス手順（2 step contention based random acc
ess procedure）、および、４ステップコンテンションベースランダムアクセス手順（4 s
tep contention based random access procedure）を含む。すなわち、ランダムアクセス
手順のタイプ／フォームは、２ステップコンテンションベース、４ステップコンテンショ
ンベース、および、非コンテンションベースであってもよい。
【００７７】
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　図６は、本実施形態における４ステップコンテンションベースランダムアクセス手順の
一例を示す図である。４ステップコンテンションベースランダムアクセス手順は、第１の
ステップ（６００）、第２のステップ（６０２）、第３のステップ（６０４）、および、
第４のステップ（６０６）を含む。
【００７８】
　第１のステップ（６００）において、端末装置１は、ランダムアクセスプリアンブルを
送信する。ランダムアクセスプリアンブルは、ＰＲＡＣＨに含まれる。第１のステップ（
６００）において、端末装置１のＭＡＣ層自身が、ランダムアクセスプリアンブルのイン
デックスを選択する。すなわち、第１のステップ（６００）において、基地局装置３は、
ランダムアクセスプリアンブルのインデックスを端末装置１に通知しない。
【００７９】
　第２のステップ（６０２）において、端末装置１は、ランダムアクセスレスポンスを受
信する。ランダムアクセスレスポンスは、ＰＤＳＣＨに含まれる。ここで、ランダムアク
セスレスポンスを含むＰＤＳＣＨのスケジューリングのために、ＲＡ－ＲＮＴＩに対する
ＰＤＣＣＨが用いられる。ＲＡ－ＲＮＴＩの値は、第１のステップ（６００）においてラ
ンダムアクセスプリアンブルの送信のために用いられるＰＲＡＣＨのリソースに基づいて
与えられてもよい。ランダムアクセスレスポンスは、ランダムアクセスプリアンブルのイ
ンデックスを示すランダムアクセスプリアンブル識別子、上りリンクグラント、Ｔｅｍｐ
ｏｒａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩを示す情報、および、タイミングアドバンスを示す情報を含む
。端末装置１は、ランダムアクセスレスポンスが、第１のステップ（６００）において送
信されたランダムアクセスプリアンブルに対応するランダムアクセスプリアンブル識別子
を含んでいる場合、ランダムアクセスレスポンスの受信に成功したとみなす。
【００８０】
　第３のステップ（６０４）において、端末装置１は、端末装置１の識別子を送信する。
ここで、端末装置１の識別子はＣ－ＲＮＴＩであってもよい。端末装置１の識別子、また
は、Ｃ－ＲＮＴＩは、ＰＵＳＣＨに含まれる。ここで、端末装置１の識別子、または、Ｃ
－ＲＮＴＩに対するＰＵＳＣＨは、ランダムアクセスレスポンスに含まれる上りリンクグ
ラントによってスケジュールされる。
【００８１】
　第４のステップ（６０６）において、端末装置１は、コンテンションリゾリューション
を受信する。コンテンションリゾリューションは、ＵＥコンテンションリゾリューション
識別子、または、Ｃ－ＲＮＴＩであってもよい。端末装置１が第３のステップ（６０４）
のＰＵＳＣＨにおいてＣ－ＲＮＴＩを送信しており、且つ、端末装置１がＣ－ＲＮＴＩに
対するＰＤＣＣＨを受信した場合、端末装置１はコンテンションリゾリューションに成功
したとみなしてもよく、且つ、ランダムアクセス手順が成功裏に完了したとみなしてもよ
い。
【００８２】
　ＵＥコンテンションリゾリューション識別子を示す情報は、ＰＤＳＣＨに含まれる。こ
こで、当該ＰＤＳＣＨのスケジューリングのために、Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩ
に対するＰＤＣＣＨが用いられる。（ｉ）端末装置１が第３のステップ（６０４）のＰＵ
ＳＣＨにおいてＣ－ＲＮＴＩを送信していない、且つ、（ｉｉ）端末装置１が第３のステ
ップ（６０４）のＰＵＳＣＨにおいて端末装置１の識別子を送信している、且つ、（ｉｉ
ｉ）端末装置１がＴｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩに対するＰＤＣＣＨを受信し、且つ
、（ｉｖ）当該ＰＤＣＣＨによってスケジュールされるＰＤＳＣＨにＵＥコンテンション
リゾリューション識別子を示す情報が含まれ、且つ、（ｖ）当該ＵＥコンテンションリゾ
リューション識別子と第３のステップ（６０４）において送信された端末装置１の識別子
がマッチする場合、端末装置１はコンテンションリゾリューションに成功したとみなして
もよく、且つ、ランダムアクセス手順が成功裏に完了したとみなしてもよい。
【００８３】
　図７は、本実施形態における２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順の
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一例を示す図である。２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順は、第１の
ステップ（７００）、および、第２のステップ（７０２）を含む。
【００８４】
　第１のステップ（７００）において、ランダムアクセスプリアンブルと端末装置１の識
別子を送信する。ここで、端末装置１の識別子はＣ－ＲＮＴＩであってもよい。ランダム
アクセスプリアンブルは、ＰＲＡＣＨに含まれてもよい。端末装置１の識別子は、ＰＵＳ
ＣＨに含まれてもよい。ランダムアクセスプリアンブルと端末装置１の識別子は、同じ１
つの物理チャネルに含まれてもよい。第１のステップ（７００）において、端末装置１の
ＭＡＣ層自身が、ランダムアクセスプリアンブルのインデックスを選択する。すなわち、
第１のステップ（７００）において、基地局装置３は、ランダムアクセスプリアンブルの
インデックスを端末装置１に通知しない。
【００８５】
　第２のステップ（７０２）において、端末装置１は、コンテンションリゾリューション
を受信する。コンテンションリゾリューションは、ＵＥコンテンションリゾリューション
識別子、または、Ｃ－ＲＮＴＩであってもよい。端末装置１が第１のステップ（７００）
においてＣ－ＲＮＴＩを送信しており、且つ、端末装置１がＣ－ＲＮＴＩを含むＰＤＣＣ
Ｈを受信した場合、端末装置１はコンテンションリゾリューションに成功したとみなして
もよく、且つ、ランダムアクセス手順が成功裏に完了したとみなしてもよい。
【００８６】
　ＵＥコンテンションリゾリューション識別子は、ＰＤＳＣＨに含まれる。ここで、当該
ＰＤＳＣＨのスケジューリングのために、Ｘ－ＲＮＴＩによってスクランブルされたＣＲ
Ｃが付加されたＤＣＩフォーマットが用いられてもよい。Ｘ－ＲＮＴＩは、第１のステッ
プ（７００）においてランダムアクセスプリアンブルの送信のために用いられるリソース
（ＰＲＡＣＨのリソース）、および／または、端末装置１の識別子の送信のために用いら
れるリソース（ＰＵＳＣＨのリソース）に少なくとも基づいて与えられてもよい。Ｘ－Ｒ
ＮＴＩは、ＲＡ－ＲＮＴＩであってもよい。
【００８７】
　（ｉ）端末装置１が第１のステップ（７００）においてＣ－ＲＮＴＩを送信していない
、且つ、（ｉｉ）端末装置１が第１のステップ（７００）において端末装置１の識別子を
送信している、且つ、（ｉｉｉ）端末装置１がＸ－ＲＮＴＩに対するＰＤＣＣＨを受信し
、且つ、（ｉｖ）当該ＰＤＣＣＨによってスケジュールされるＰＤＳＣＨにＵＥコンテン
ションリゾリューション識別子を示す情報が含まれ、且つ、（ｖ）当該ＵＥコンテンショ
ンリゾリューション識別子と第１のステップ（７００）において送信された端末装置１の
識別子がマッチする場合、端末装置１はコンテンションリゾリューションに成功したとみ
なしてもよく、且つ、ランダムアクセス手順が成功裏に完了したとみなしてもよい。Ｘ－
ＲＮＴＩに対するＰＤＣＣＨによってスケジュールされるＰＤＳＣＨは、上りリンクグラ
ント、Ｃ－ＲＮＴＩを示す情報、および、タイミングアドバンスを示す情報の一部、また
は、全部を含んでもよい。すなわち、コンテンションリゾリューションは、上りリンクグ
ラント、Ｃ－ＲＮＴＩを示す情報、および、タイミングアドバンスを示す情報の一部、ま
たは、全部を含んでもよい。Ｘ－ＲＮＴＩに対するＰＤＣＣＨによってスケジュールされ
るＰＤＳＣＨは、ランダムアクセスプリアンブルのインデックスを示す情報を含まなくて
もよい。ここで、端末装置１は、Ｃ－ＲＮＴＩを、Ｃ－ＲＮＴＩを示す情報の値にセット
してもよい。
【００８８】
　図８は、本実施形態における２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順の
変形例を示す図である。２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順の変形例
は、第１のステップ（８００）、第２のステップ（８０２）、第３のステップ（８０４）
、および、第４のステップ（８０６）を含む。第１のステップ（８００）は、第１のステ
ップ（７００）と同じである。第２のステップ（８０２）は第２のステップ（６０２）と
同じである。第３のステップ（８０４）は、第３のステップ（６０４）と同じである。第
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４のステップ（８０６）は、第４のステップ（６０６）と同じである。すなわち、２ステ
ップコンテンションベースランダムアクセス手順の第１のステップの後に、２ステップコ
ンテンションベースランダムアクセス手順から４ステップコンテンションベースランダム
アクセス手順に移行してもよい。
【００８９】
　第１のステップ（８００）において基地局装置３がランダムアクセスプリアンブルを検
出し、且つ、端末装置１の識別子を検出できなかった場合、第２のステップ（８０２）に
おいて基地局装置３はランダムアクセスレスポンスを送信する。すなわち、２ステップコ
ンテンションベースランダムアクセス手順の第１のステップにおいて、基地局装置３がラ
ンダムアクセスプリアンブルを検出し、且つ、端末装置１の識別子を検出できなかった場
合、基地局装置３によって４ステップコンテンションベースランダムアクセス手順の第２
のステップが開始されてもよい。２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順
の第１のステップにおいて、基地局装置３がランダムアクセスプリアンブル、および、端
末装置１の識別子を検出した場合、基地局装置３によって２ステップコンテンションベー
スランダムアクセス手順の第２のステップが開始されてもよい。
【００９０】
　端末装置１は、２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順の第１のステッ
プ（７００、８００）の後、第２のステップ（７０２）のコンテンションリゾリューショ
ン、および、第２のステップ（８０２）のランダムアクセスレスポンスをモニタしてもよ
い。すなわち、第２のステップ（７０２、８０２）において、端末装置１は、ランダムア
クセスレスポンスに関連するＰＤＣＣＨ、および、コンテンションリゾリューションに関
連するＰＤＣＣＨをモニタしてもよい。ランダムアクセスレスポンスに関連するＰＤＣＣ
Ｈは、ＲＡ－ＲＮＴＩに対するＰＤＣＣＨであってもよい。コンテンションリゾリューシ
ョンに関連するＰＤＣＣＨは、Ｘ－ＲＮＴＩに対するＰＤＣＣＨであってもよい。
【００９１】
　端末装置１は、４ステップコンテンションベースランダムアクセス手順の第１のステッ
プ（６００）の後、第２のステップ（６０２）のランダムアクセスレスポンスをモニタし
てもよい。すなわち、第２のステップ（６０２）において、端末装置１はランダムアクセ
スレスポンスに関連するＰＤＣＣＨをモニタしてもよい。第２のステップ（６０２）にお
いて、端末装置１はコンテンションリゾリューションをモニタしなくてもよい。すなわち
、第２のステップ（６０２）において、端末装置１はコンテンションリゾリューションに
関連するＰＤＣＣＨをモニタしなくてもよい。
【００９２】
　図９は、本実施形態における非コンテンションベースランダムアクセス手順の一例を示
す図である。非コンテンションベースランダムアクセス手順は、第０のステップ（９００
）、第１のステップ（９０２）、および、第２のステップ（９０４）を含む。
【００９３】
　第０のステップ（９００）において、端末装置１は、ランダムアクセスプリアンブルの
割り当てを受信する。ランダムアクセスプリアンブルの割り当ては、ハンドオーバコマン
ド、または、Ｃ－ＲＮＴＩに対するＰＤＣＣＨに含まれてもよい。ランダムアクセスプリ
アンブルの割り当ては、ランダムアクセスプリアンブルのインデックスを示してもよい。
ランダムアクセスプリアンブルの割り当てを含むＰＤＣＣＨを、ＰＤＣＣＨオーダ、また
は、ランダムアクセス手順の開始を指示するＰＤＣＣＨオーダとも称する。
【００９４】
　第１のステップ（９０２）において、端末装置１は、ランダムアクセスプリアンブルの
割り当てに基づいてランダムアクセスプリアンブルを選択し、選択したランダムアクセス
プリアンブルを送信する。ランダムアクセスプリアンブルは、ＰＲＡＣＨに含まれる。第
１のステップ（９０２）において、端末装置１のＭＡＣ層自身が、ランダムアクセスプリ
アンブルのインデックスを選択しない。
【００９５】
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　第２のステップ（９０４）において、端末装置１は、ランダムアクセスレスポンスを受
信する。ランダムアクセスレスポンスは、ＰＤＳＣＨに含まれる。ここで、ランダムアク
セスレスポンスを含むＰＤＳＣＨのスケジューリングのために、ＲＡ－ＲＮＴＩに対する
ＰＤＣＣＨが用いられる。ＲＡ－ＲＮＴＩの値は、第１のステップ（９００）においてラ
ンダムアクセスプリアンブルの送信のために用いられるＰＲＡＣＨのリソースに基づいて
与えられてもよい。ランダムアクセスレスポンスは、ランダムアクセスプリアンブルのイ
ンデックスを示すランダムアクセスプリアンブル識別子、上りリンクグラント、Ｔｅｍｐ
ｏｒａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩを示す情報、および、タイミングアドバンスを示す情報を含む
。ランダムアクセスレスポンスが、第１のステップ（９００）において送信されたランダ
ムアクセスプリアンブルに対応するランダムアクセスプリアンブル識別子を含んでいる場
合、ランダムアクセスレスポンスの受信に成功したとみなす。端末装置１は、ランダムア
クセスレスポンスが、第１のステップ（９００）において送信されたランダムアクセスプ
リアンブルに対応するランダムアクセスプリアンブル識別子を含んでおり、且つ、ランダ
ムアクセスプリアンブルの割り当てが通知されており、且つ、ランダムアクセスプリアン
ブルのインデックスを端末装置１のＭＡＣ自身が選択していない場合、端末装置１はラン
ダムアクセスプロシージャが成功裏に完了したとみなす。
【００９６】
　第０のステップ（９００）において、ランダムアクセスプリアンブルの割り当てが第１
の所定の値を示す場合、端末装置１は、４ステップコンテンションベースランダムアクセ
ス手順を開始してもよい。すなわち、ランダムアクセスプリアンブルのインデックスを端
末装置１のＭＡＣ自身が選択していない場合は、ランダムアクセスプリアンブルの割り当
てが第１の所定の値ではない場合であってもよい。
【００９７】
　第０のステップ（９００）において、ランダムアクセスプリアンブルの割り当てが第２
の所定の値を示す場合、端末装置１は、２ステップコンテンションベースランダムアクセ
ス手順を開始してもよい。すなわち、ランダムアクセスプリアンブルのインデックスを端
末装置１のＭＡＣ自身が選択していない場合は、ランダムアクセスプリアンブルの割り当
てが第１の所定の値、および、第２の所定の値の何れとも異なる場合であってもよい。
【００９８】
　図１０は、本実施形態におけるイベントとランダムアクセス手順の形態の対応の一例を
示す図である。ランダムアクセス手順は、（イベントｉ）ＲＲＣ＿ＩＤＬＥからの初期ア
クセス、（イベントｉｉ）ＲＲＣコネクション再確立、（イベントｉｉｉ）ハンドオーバ
、（イベントｉｖ）ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤの間の下りリンクデータアライバル、（
イベントｖ）ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤの間の上りリンクデータアライバル、および、
（イベントｖｉ）セカンダリーＴＡＧのための時間調整のために実行される。（イベント
ｉｖ）ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤの間の下りリンクデータアライバルのためのランダム
アクセス手順は、上りリンク同期のステータスが非同期である場合に実行されてもよい。
（イベントｖ）ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤの間の上りリンクデータアライバルのための
ランダムアクセス手順は、上りリンク同期のステータスが非同期である場合、または、ス
ケジューリングリクエストのためのＰＵＣＣＨリソースがない場合に実行されてもよい。
【００９９】
　イベントｉからイベントｖに関するランダムアクセス手順はプライマリーセルにおいて
実行されてもよい。イベントｖｉに関するランダムアクセス手順における第１のステップ
はセカンダリーセルにおいて実行されてもよい。すなわち、（イベントｖｉ）セカンダリ
ーＴＡＧのための時間調整のために実行されるランダムアクセス手順は、セカンダリーＴ
ＡＧに属するセカンダリーセルにおいて開始される。
【０１００】
　（イベントｉ）ＲＲＣ＿ＩＤＬＥからの初期アクセスのためのランダムアクセス手順は
、４ステップコンテンションベースランダムアクセス手順、および、２ステップコンテン
ションベースランダムアクセス手順を含んでもよい。（イベントｉ）ＲＲＣ＿ＩＤＬＥか
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らの初期アクセスのためのランダムアクセス手順は、非コンテンションベースランダムア
クセス手順を含まなくてもよい。（イベントｉ）ＲＲＣ＿ＩＤＬＥからの初期アクセスの
ためのランダムアクセス手順はＲＲＣによって開始されてもよい。
【０１０１】
　（イベントｉｉ）ＲＲＣコネクション再確立のためのランダムアクセス手順は、４ステ
ップコンテンションベースランダムアクセス手順、および、２ステップコンテンションベ
ースランダムアクセス手順を含んでもよい。（イベントｉｉ）ＲＲＣコネクション再確立
のためのランダムアクセス手順は、非コンテンションベースランダムアクセス手順を含ま
なくてもよい。（イベントｉｉ）ＲＲＣコネクション再確立のためのランダムアクセス手
順はＲＲＣによって開始されてもよい。
【０１０２】
　ランダムアクセス手順が４ステップコンテンションベースランダムアクセス手順を含む
ことは、４ステップコンテンションベースランダムアクセス手順がサポートされること、
４ステップコンテンションベースランダムアクセス手順が有効であること、または、４ス
テップコンテンションベースランダムアクセス手順が適用可能であることであってもよい
。２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順、および、非コンテンションベ
ースランダムアクセス手順に対しても同様である。
【０１０３】
　基地局装置３（セル）が送信／報知するシステムインフォメーションは、ＰＲＡＣＨ情
報、ランダムアクセス情報を含んでもよい。ＰＲＡＣＨ情報は、ＰＲＡＣＨのリソースを
示す情報、ランダムアクセスプリアンブルに関する物理ルートシーケンスインデックスｕ
に関する情報、および、ランダムアクセスプリアンブルのためのサイクリックシフトＣｖ

に関する情報を含んでもよい。物理ルートシーケンスインデックスｕ、および、サイクリ
ックシフトＣｖは、ランダムアクセスプリアンブルの系列を決定するために用いられる。
ランダムアクセス情報は、ランダムアクセスプリアンブルの数を示す情報、コンテンショ
ンベースランダムアクセス手順のためのランダムアクセスプリアンブルの数を示す情報を
含んでもよい。また、システムインフォメーションは、２ステップコンテンションベース
ランダムアクセス手順のための情報を含んでもよい。２ステップコンテンションベースラ
ンダムアクセス手順のための情報は、セルにおいて２ステップコンテンションベースラン
ダムアクセス手順がサポートされていることを示す情報、２ステップコンテンションベー
スランダムアクセス手順の第１のステップにおける端末装置１の識別子を送信するための
リソースを示す情報、２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順の第１のス
テップにおける端末装置１の識別子を含むデータの変調方式を示す情報、および／または
、ＲＳＲＰ（Reference Signal Received Power）の閾値を示す情報を含んでもよい。こ
こで、システムインフォメーションは、非コンテンションベースランダムアクセス手順の
第０のステップのためのランダムアクセスプリアンブルの割り当てを含まない。
【０１０４】
　端末装置１は、セルの下りリンク参照信号からＲＳＲＰを測定する。端末装置１は、測
定したＲＳＲＰ、および、ＲＳＲＰの閾値に基づいて、２ステップコンテンションベース
ランダムアクセス手順および４ステップコンテンションベースランダムアクセス手順の何
れか一方を開始してもよい。端末装置１は、測定したＲＳＲＰがＲＳＲＰの閾値を超えな
い場合、４ステップコンテンションベースランダムアクセス手順を開始してもよい。端末
装置１は、測定したＲＳＲＰがＲＳＲＰの閾値を超える場合、２ステップコンテンション
ベースランダムアクセス手順を開始してもよい。
【０１０５】
　（イベントｉｉｉ）ハンドオーバのためのランダムアクセス手順は、４ステップコンテ
ンションベースランダムアクセス手順、２ステップコンテンションベースランダムアクセ
ス手順、および、非コンテンションベースランダムアクセス手順を含んでもよい。ハンド
オーバコマンドは、上述したＰＲＡＣＨ情報、上述したランダムアクセス情報、上述した
２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順のための情報、および／または、
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非コンテンションベースランダムアクセス手順の第０のステップのためのランダムアクセ
スプリアンブルの割り当てを含んでもよい。
【０１０６】
　端末装置１は、ハンドオーバコマンドに含まれる情報に基づいて、４ステップコンテン
ションベースランダムアクセス手順、２ステップコンテンションベースランダムアクセス
手順、および、非コンテンションベースランダムアクセス手順の何れか１つを開始しても
よい。
【０１０７】
　端末装置１は、ハンドオーバコマンドにランダムアクセスプリアンブルの割り当てが含
まれる場合、非コンテンションベースランダムアクセス手順を開始してもよい。
【０１０８】
　端末装置１は、ハンドオーバコマンドにランダムアクセスプリアンブルの割り当てが含
まれず、且つ、ハンドオーバコマンドに２ステップコンテンションベースランダムアクセ
ス手順のための情報が含まれる場合、測定したＲＳＲＰ、および、ＲＳＲＰの閾値に基づ
いて、２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順および４ステップコンテン
ションベースランダムアクセス手順の何れか一方を開始してもよい。
【０１０９】
　端末装置１は、ハンドオーバコマンドにランダムアクセスプリアンブルの割り当てが含
まれず、且つ、ハンドオーバコマンドに２ステップコンテンションベースランダムアクセ
ス手順のための情報が含まれる場合、測定したＲＳＲＰ、および、ＲＳＲＰの閾値に基づ
いて、２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順および４ステップコンテン
ションベースランダムアクセス手順の何れか一方を開始してもよい。ここで、端末装置１
は、測定したＲＳＲＰがＲＳＲＰの閾値を超えない場合、４ステップコンテンションベー
スランダムアクセス手順を開始してもよい。ここで、端末装置１は、測定したＲＳＲＰが
ＲＳＲＰの閾値を超える場合、２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順を
開始してもよい。
【０１１０】
　端末装置１は、ハンドオーバコマンドにランダムアクセスプリアンブルの割り当てが含
まれ、且つ、ランダムアクセスプリアンブルの割り当てが第１の所定の値を示す場合、４
ステップコンテンションベースランダムアクセス手順を開始してもよい。
【０１１１】
　端末装置１は、ハンドオーバコマンドにランダムアクセスプリアンブルの割り当てが含
まれ、且つ、ランダムアクセスプリアンブルの割り当てが第２の所定の値を示し、且つ、
ハンドオーバコマンドに２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順のための
情報が含まれる場合、２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順を開始して
もよい。
【０１１２】
　端末装置１は、ハンドオーバコマンドにランダムアクセスプリアンブルの割り当てが含
まれず、且つ、ハンドオーバコマンドに２ステップコンテンションベースランダムアクセ
ス手順のための情報が含まれない場合、４ステップコンテンションベースランダムアクセ
ス手順を開始してもよい。
【０１１３】
　（イベントｉｖ）ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤの間の下りリンクデータアライバルのた
めのランダムアクセス手順は、４ステップコンテンションベースランダムアクセス手順、
および、非コンテンションベースランダムアクセス手順を含んでもよい。（イベントｉｖ
）ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤの間の下りリンクデータアライバルのためのランダムアク
セス手順は、２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順を含まなくてもよい
。（イベントｉｖ）ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤの間の下りリンクデータアライバルのた
めのランダムアクセス手順は、ＰＤＣＣＨオーダによって開始される。
【０１１４】
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　ＰＤＣＣＨオーダに含まれるランダムアクセスプリアンブルの割り当てが第１の所定の
値以外の値である場合、端末装置１は非コンテンションベースランダムアクセス手順を開
始してもよい。ＰＤＣＣＨオーダに含まれるランダムアクセスプリアンブルの割り当てが
第１の所定の値である場合、端末装置１は４ステップコンテンションベースランダムアク
セス手順を開始してもよい。ＰＤＣＣＨオーダに含まれるランダムアクセスプリアンブル
の割り当てが第２の所定の値であったとしても、端末装置１は４ステップコンテンション
ベースランダムアクセス手順を開始してもよい。
【０１１５】
　（イベントｖ）ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤの間の上りリンクデータアライバルのため
のランダムアクセス手順は、４ステップコンテンションベースランダムアクセス手順、お
よび、２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順を含んでもよい。（イベン
トｖ）ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤの間の上りリンクデータアライバルのためのランダム
アクセス手順は、非コンテンションベースランダムアクセス手順を含まなくてもよい。（
イベントｖ）ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤの間の上りリンクデータアライバルのためのラ
ンダムアクセス手順は、ＭＡＣ自身によって開始される。
【０１１６】
　（イベントｖｉ）セカンダリーＴＡＧのための時間調整のために実行されるランダムア
クセス手順は、ＰＤＣＣＨオーダによって開始される。すなわち、セカンダリーセルにお
けるランダムアクセス手順の開始を指示するＰＤＣＣＨオーダに含まれるランダムアクセ
スプリアンブルの割り当ては第１の所定の値以外の値を示す。
【０１１７】
　図１１は、本実施形態におけるイベントとランダムアクセス手順の形態の対応の別の例
を示す図である。ランダムアクセス手順は、（イベントＡ）ＲＲＣ、（イベントＢ）ＭＡ
Ｃ自身、または、（イベントＣ）ＰＤＣＣＨオーダによって開始される。
【０１１８】
　（イベントＡ）ＲＲＣによって開始されるランダムアクセス手順は、４ステップコンテ
ンションベースランダムアクセス手順、２ステップコンテンションベースランダムアクセ
ス手順、および、非コンテンションベースランダムアクセス手順を含んでもよい。
【０１１９】
　（イベントＢ）ＭＡＣ自身によって開始されるランダムアクセス手順は、４ステップコ
ンテンションベースランダムアクセス手順、および、２ステップコンテンションベースラ
ンダムアクセス手順を含んでもよい。（イベントＢ）ＭＡＣ自身によって開始されるラン
ダムアクセス手順は、非コンテンションベースランダムアクセス手順を含まなくてもよい
。
【０１２０】
　ＰＤＣＣＨオーダによって開始されるランダムアクセス手順は、４ステップコンテンシ
ョンベースランダムアクセス手順、非コンテンションベースランダムアクセス手順を含ん
でもよい。ＰＤＣＣＨオーダによって開始されるランダムアクセス手順は、２ステップコ
ンテンションベースランダムアクセス手順を含まなくてもよい。
【０１２１】
　（イベントＣ）ＰＤＣＣＨオーダに基づいてプライマリーセルにおいて開始されるラン
ダムアクセス手順は、４ステップコンテンションベースランダムアクセス手順、非コンテ
ンションベースランダムアクセス手順を含んでもよい。（イベントＣ）ＰＤＣＣＨオーダ
に基づいてプライマリーセルにおいて開始されるランダムアクセス手順は、２ステップコ
ンテンションベースランダムアクセス手順を含まなくてもよい。
【０１２２】
　（イベントＤ）ＰＤＣＣＨオーダに基づいてセカンダリーセルにおいて開始されるラン
ダムアクセス手順は、非コンテンションベースランダムアクセス手順を含んでもよい。（
イベントＤ）ＰＤＣＣＨオーダに基づいてセカンダリーセルにおいて開始されるランダム
アクセス手順は、４ステップコンテンションベースランダムアクセス手順、および、２ス
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テップコンテンションベースランダムアクセス手順を含まなくてもよい。
【０１２３】
　２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順の第１のステップにおいて、ラ
ンダムアクセスプリアンブルの送信のためのリソースと、端末装置１の識別子のためのリ
ソースは時間多重されてもよい。ランダムアクセスプリアンブルの送信のためのリソース
と、端末装置１の識別子のためのリソースは周波数多重されてもよい。２ステップコンテ
ンションベースランダムアクセス手順の第１のステップにおける端末装置１の識別子を含
むデータを、メッセ―ジＸとも称する。メッセージＸは情報ビットを介して送信されても
よく、且つ、チャネル符号化されてもよい。ランダムアクセスプリアンブルの送信のため
のリソースは、ＰＲＡＣＨリソースであってもよい。メッセージＸの送信のためのリソー
スは、ＰＵＳＣＨリソースであってもよい。
【０１２４】
　図１２は、本実施形態の２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順におけ
る、ランダムアクセスプリアンブルの送信のためのリソースのセットと、メッセ―ジＸの
送信のための送信パラメータと、ランダムアクセスプリアンブルのグループの対応の一例
を示す図である。２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順の第１のステッ
プにおいて、ランダムアクセスプリアンブルの送信のためのリソースのセットと、メッセ
―ジＸの送信のための送信パラメータと、ランダムアクセスプリアンブルのグループは対
応してもよい。図１２において、リソースのセット１２０２、ランダムアクセスプリアン
ブルのグループ１２１２、および、メッセージＸの送信のための送信パラメータ１２２２
が対応している。図１２において、リソースのセット１２０４、ランダムアクセスプリア
ンブルのグループ１２１４、および、メッセージＸの送信のための送信パラメータ１２２
４が対応している。端末装置１がリソースのセット１２０２を選択した場合、端末装置１
はリソースのセット１２０２の中からリソースを選択し、且つ、ランダムアクセスプリア
ンブルのグループ１２１２の中からランダムアクセスプリアンブルを選択し、且つ、選択
したリソースを用いて選択したランダムアクセスプリアンブルを送信し、且つ、送信パラ
メータ１２２２に基づいてメッセージＸを送信する。送信パラメータ１２２２は、複数の
送信パラメータセットを含んでもよい。端末装置１は、送信パラメータ１２２２の中から
１つの送信パラメータセットを選択してもよい。送信パラメータを、スケジューリング情
報とも称する。
【０１２５】
　基地局装置は、リソースのセット１２０２を示すための情報、リソースのセット１２０
４を示すための情報、ランダムアクセスプリアンブルのグループ１２１２を示すための情
報、ランダムアクセスプリアンブルのグループ１２１４を示すための情報、メッセージＸ
の送信のための送信パラメータ１２２２を示すための情報、および、メッセージＸの送信
のための送信パラメータ１２２４を示すための情報を送信してもよい。当該情報は、ＰＤ
ＣＣＨ、または、ＰＤＳＣＨに含まれてもよい。当該情報は、下りリンク制御情報、ＲＲ
Ｃシグナリング、ＭＡＣ　ＣＥ、および／または、上位層の信号に含まれてもよい。リソ
ースのセット１２０２、および、リソースのセット１２０４は、異なるセルに対応しても
よい。
【０１２６】
　ランダムアクセスプリアンブルの送信のためのリソースの複数のセットのうち、何れの
セットにおいてランダムアクセス手順を開始するかは、端末装置１によって選択されても
よい。例えば、端末装置１は、下りリンク物理シグナル（同期信号、および／または、下
りリンク参照信号）を用いた測定に基づいて、ランダムアクセスプリアンブルの送信のた
めのリソースの複数のセットの中から１つのセットを選択してもよい。下りリンク物理シ
グナルを用いた測定は、下りリンクのパスロス、および／または、下りリンク物理シグナ
ルの受信電力の測定であってもよい。下りリンクのパスロスは、下りリンク物理シグナル
の送信電力、および、下りリンク物理シグナルの受信電力に基づいて計算されてもよい。
【０１２７】
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　図１３は、本実施形態の２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順におけ
る、ランダムアクセスプリアンブル、および、メッセ―ジＸの送信のための送信パラメー
タの対応の一例を示す図である。ランダムアクセスプリアンブルのグループ１２１２は、
ランダムアクセスプリアンブル１２１２Ａ１、１２１２Ｂ１、１２１２Ｃ１を含んでもよ
い。メッセージＸの送信のための送信パラメータは、送信パラメータ１２２２Ａ１、１２
２２Ｂ１、１２２２Ｃ１を含んでもよい。ランダムアクセスプリアンブル１２１２Ａ１は
、送信パラメータ１２２２Ａ１に対応する。ランダムアクセスプリアンブル１２１２Ｂ１
は、送信パラメータ１２２２Ｂ１に対応する。ランダムアクセスプリアンブル１２１２Ｃ
１は、送信パラメータ１２２２Ｃ１に対応する。端末装置１は、ランダムアクセスプリア
ンブル、および、送信パラメータのセットを選択してもよい。端末装置１は、ランダムア
クセスプリアンブルのグループの中からランダムアクセスプリアンブルを選択し、選択し
たランダムアクセスプリアンブルに対応する送信パラメータを選択してもよい。端末装置
１は、送信パラメータを選択し、選択した送信パラメータに対応するランダムアクセスプ
リアンブルを選択してもよい。端末装置１は、ランダムアクセスプリアンブルのグループ
１２１２の中から、ランダムアクセスプリアンブルをランダムに選択してもよい。端末装
置１は、選択したリソースを用いて選択したランダムアクセスプリアンブルを送信し、且
つ、選択した送信パラメータに基づいてメッセージＸを送信してもよい。
【０１２８】
　図１４は、本実施形態の２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順におけ
る、ランダムアクセスプリアンブルのグループ、および、メッセ―ジＸの送信のための送
信パラメータの対応の一例を示す図である。ランダムアクセスプリアンブルのグループ１
２１２は、ランダムアクセスプリアンブルのグループ１２１２Ａ２、１２１２Ｂ２、１２
１２Ｃ２を含んでもよい。メッセージＸの送信のための送信パラメータ１２２２は、送信
パラメータ１２２２Ａ２、１２２２Ｂ２、１２２２Ｃ２を含んでもよい。ランダムアクセ
スプリアンブルのグループ１２１２Ａ２は、送信パラメータ１２２２Ａ２に対応する。ラ
ンダムアクセスプリアンブルのグループ１２１２Ｂ２は、送信パラメータ１２２２Ｂ２に
対応する。ランダムアクセスプリアンブルのグループ１２１２Ｃ２は、送信パラメータ１
２２２Ｃ２に対応する。
【０１２９】
　端末装置１は、ランダムアクセスプリアンブルのグループ、および、送信パラメータの
セットを選択してもよい。端末装置１は、ランダムアクセスプリアンブルを選択し、選択
したランダムアクセスプリアンブルが属するグループに対応する送信パラメータを選択し
てもよい。端末装置１は、ランダムアクセスプリアンブルのグループ１２１２の中から、
ランダムアクセスプリアンブルをランダムに選択してもよい。端末装置１は、選択したリ
ソースを用いて選択したランダムアクセスプリアンブルを送信し、且つ、選択した送信パ
ラメータに基づいてメッセージＸを送信してもよい。
【０１３０】
　端末装置１は、ランダムアクセスプリアンブルの複数のグループ｛１２１２Ａ２、１２
１２Ｂ２、１２１２Ｃ２｝の中から１つのグループを選択し、選択したグループの中から
ランダムアクセスプリアンブルを選択し、選択したランダムアクセスプリアンブルに対応
する送信パラメータを選択してもよい。ここで、端末装置１は、選択したグループの中か
らランダムアクセスプリアンブルをランダムに選択してもよい。例えば、端末装置１は、
下りリンク物理シグナル（同期信号、および／または、下りリンク参照信号）を用いた測
定、メッセージＸのサイズ、基地局装置３から受信した情報にって与えられる値Ａ１、お
よび／または、基地局装置３から受信した情報にって与えられる値Ａ２に基づいて、ラン
ダムアクセスプリアンブルの複数のグループ｛１２１２Ａ２、１２１２Ｂ２、１２１２Ｃ
２｝の中から１つのグループを選択してもよい。端末装置１は、メッセージＸのサイズが
当該値Ａ１より大きいか否か、および／または、下りリンク物理シグナルを用いて測定結
果が当該値Ａ２より大きいか否かに基づいて、ランダムアクセスプリアンブルの複数のグ
ループ｛１２１２Ａ２、１２１２Ｂ２、１２１２Ｃ２｝の中から１つのグループを選択し
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、下りリンク物理シグナルを用いて測定結果が当該値Ａ２より小さい場合、ランダムアク
セスプリアンブルのグループ１２１２Ａ２を選択してもよい。例えば、端末装置１は、メ
ッセージＸのサイズが当該値Ａ１と同じ、または、それより小さい場合、または、下りリ
ンク物理シグナルを用いて測定結果が当該値Ａ２と同じ、または、それより大きい場合、
ランダムアクセスプリアンブルのグループ１２１２Ｂ２を選択してもよい。
【０１３１】
　ここで、当該値Ａ２は、基地局装置３から受信した情報が示す値、および／または、端
末装置１がランダムアクセス手順を実行するサービングセルのための最大送信電力値に基
づいて与えられてもよい。ランダムアクセスプリアンブルのグループ１２１２とランダム
アクセスプリアンブルのグループ１２１４に対して、値Ａ１と値Ａ２は個別に設定されて
もよい。端末装置１は、ランダムアクセスプリアンブルのグループ１２１２に対する値Ａ
１、Ａ２を算出するためのパラメータと、ランダムアクセスプリアンブルのグループ１２
１４に対する値Ａ１、Ａ２を算出するためのパラメータを個別に設定してもよい。基地局
装置３は、当該複数のパラメータを示す情報を送信してもよい。
【０１３２】
　メッセージＸの送信のための送信パラメータは、変調方式に関するパラメータＤ１、リ
ソースに関するパラメータＤ２、メッセージＸのサイズ（ビット数）に関するパラメータ
Ｄ３、メッセージＸの符号化ビット、または、変調シンボルのスクランブルのために用い
られるスクランブル系列の初期化に関するパラメータＤ４、メッセージＸの符号拡散に関
するパラメータＤ５、メッセージＸを含むＰＵＳＣＨの送信に関連するＤＭＲＳに関する
パラメータＤ６、および／または、送信電力に関するパラメータＤ７を含んでもよい。送
信パラメータは、パラメータＤ１からＤ７以外のパラメータを含んでもよい。
【０１３３】
　変調方式は、ＱＰＳＫ（Quadrature Phase Shift Keying）、および、ＱＡＭ（Quadrat
ure Amplitude Modulation）を含んでもよい。リソースに関するパラメータＤ２は、サブ
フレーム、送信帯域幅、および／または、送信周波数に関連してもよい。送信帯域幅、お
よび、送信周波数は、物理リソースブロック、または、サブキャリアによって表現されて
もよい。メッセージＸのサイズは、符号化前のメッセージＸの情報ビットの数であっても
よい。スクランブル系列は、疑似ランダム系列であってもよい。スクランブル系列は、ゴ
ールド系列、および／または、１つまたは複数のＭ系列によって与えられてもよい。
【０１３４】
　端末装置１は、ＤＭＲＳに関するパラメータＤ６に基づいて、ＤＭＲＳを生成する。Ｄ
ＭＲＳは、ＤＭＲＳ系列rPUSCHに基づいて与えられる。ＤＭＲＳ系列rPUSCHは、数式（３
）によって定義される。r(α)は数式（４）によって与えられるＲＳ系列である。ｗは、
直交カバーコード（orthogonal cover code）である。ｅxは、底がネイピア数 ｅである
指数関数である。ｊは虚数である。αはサイクリックシフトである。ｒ’はベースシーケ
ンスである。ＭＲＳ＿ＳＣは、ベースシーケンスｒ’の長さである。ＭＲＳ＿ＳＣは、１
つのＳＣ－ＦＤＭＡシンボルにおけるＤＭＲＳが対応するリソースエレメント（サブキャ
リア）の数であってもよい。ベースシーケンスは、Ｚａｄｏｆｆ－Ｃｈｕ系列、ゴールド
系列、および／または、Ｍ系列に基づいて与えられてもよい。
【０１３５】
【数３】

【０１３６】
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【数４】

【０１３７】
　ＤＭＲＳに関するパラメータＤ６は、直交カバーコードｗを決定するために用いられる
パラメータ、サイクリックシフトαを決定するために用いられるパラメータ、ベースシー
ケンスｒ’ を決定するために用いられるパラメータ、ベースシーケンスｒ’の長さＭＲ

Ｓ＿ＳＣを決定するために用いられるパラメータ、および／または、ＤＭＲＳが対応する
リソース（リソースエレメント）を決定するために用いられるパラメータが含まれてもよ
い。
【０１３８】
　図１５は、本実施形態の２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順におけ
る、ランダムアクセスプリアンブル、および、メッセ―ジＸの送信のための送信パラメー
タの対応の別の例を示す図である。ランダムアクセスプリアンブルのグループ１２１２Ａ
は、ランダムアクセスプリアンブル１２１２Ａ２１、１２１２Ａ２２、１２１２Ａ２３を
含んでもよい。メッセージＸの送信のための送信パラメータ１２２２Ａ２は、送信パラメ
ータ１２２２Ａ２１、１２２２Ａ２２、１２２２Ａ２３、１２２２Ａ２４を含んでもよい
。ランダムアクセスプリアンブル１２１２Ａ２１は、送信パラメータ１２２２Ａ２１、１
２２２Ａ２４に対応する。ランダムアクセスプリアンブル１２１２Ａ２２は、送信パラメ
ータ１２２２Ａ２２、１２２２Ａ２４に対応する。ランダムアクセスプリアンブル１２１
２Ａ２３は、送信パラメータ１２２２Ａ２３、１２２２Ａ２４に対応する。１２２２Ａ２
４は、グループ１２１２Ａ２に属する全てのランダムアクセスプリアンブルに対応しても
よい。
【０１３９】
　端末装置１は、ランダムアクセスプリアンブルを選択し、選択したランダムアクセスプ
リアンブルに対応する送信パラメータを選択してもよい。端末装置１は、ランダムアクセ
スプリアンブルのグループ１２１２Ａ２の中から、ランダムアクセスプリアンブルをラン
ダムに選択してもよい。端末装置１は、ランダムアクセスプリアンブル１２１２Ａ２１を
選択し、選択したランダムアクセスプリアンブル１２１２Ａ２１に対応する送信パラメー
タ１２２２Ａ２１、および、送信パラメータ１２２２Ａ２４を選択してもよい。端末装置
１は、選択したランダムアクセスプリアンブルを送信し、且つ、選択した送信パラメータ
に基づいてメッセージＸを送信してもよい。
【０１４０】
　送信パラメータ１２２２Ａ２１、１２２２Ａ２２、１２２２Ａ２３は上記のパラメータ
Ｄ１からＤ６の一部が含んでもよく、且つ、送信パラメータ１２２２Ａ２４は上記のパラ
メータＤ１からＤ６の残りが含まれてもよい。例えば、送信パラメータ１２２２Ａ２１は
、メッセージＸの符号化ビット、または、変調シンボルのスクランブルのために用いられ
るスクランブル系列の初期化に関するパラメータＤ４、メッセージＸの符号拡散に関する
パラメータＤ５、メッセージＸを含むＰＵＳＣＨの送信に関連するＤＭＲＳに関するパラ
メータＤ６、および／または、送信電力に関するパラメータＤ７を含んでもよい。例えば
、送信パラメータ１２２２Ａ２４は、変調方式に関するパラメータＤ１、リソースに関す
るパラメータＤ２、および／または、メッセージＸのサイズ（ビット数）に関するパラメ
ータＤ３を含んでもよい。送信パラメータ１２２２Ａ２１、１２２２Ａ２２、１２２２Ａ
２３、１２２２Ａ２４は、上記のパラメータＤ１からＤ７以外のパラメータを含んでもよ
い。
【０１４１】
　図１３、および、図１４において記載された実施形態は、ランダムアクセスプリアンブ
ルのグループ１２１４、および、送信パラメータ１２２４に対して適用されてもよい。図
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１５において記載された実施形態は、ランダムアクセスプリアンブルのグループ１２１２
Ｂ２、１２１２Ｃ２、および、送信パラメータ１２２２Ｂ２、１２２２Ｃ２に対して適用
されてもよい。
【０１４２】
　２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順の第１のステップにおいて、メ
ッセージＸと一緒にランダムアクセスプリアンブルに関する情報が送信されてもよい。メ
ッセージＸにランダムアクセスプリアンブルに関する情報が含まれてもよい。ランダムア
クセスプリアンブルに関する情報は、（情報Ａ）ランダムアクセスプリアンブルのインデ
ックスを示すための情報、（情報Ｂ）ランダムアクセスプリアンブルの送信のためのリソ
ースを示す情報、および／または、（情報Ｃ）ランダムアクセスプリアンブルの系列に関
する情報を含んでもよい。２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順の第１
のステップにおいて、端末装置１は、ＰＲＡＣＨリソースを用いてインデックス１のラン
ダムアクセスプリアンブルを送信し、ＰＵＳＣＨを用いてランダムアクセスプリアンブル
のインデックス１を示すための情報Ａを含むメッセージＸを送信してもよい。（情報Ｃ）
ランダムアクセスプリアンブルの系列に関する情報は、物理ルートシーケンスインデック
ス、および／または、サイクリックシフトを示してもよい。
【０１４３】
　図１６は、本実施形態における２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順
の一例を示す図である。図１６の１６００と１６０２において、端末装置１Ａと端末装置
１Ｂは、２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順を開始する。端末装置１
Ａが選択するランダムアクセスプリアンブル１２１２Ａ２１は、端末装置１Ｂが選択する
ランダムアクセスプリアンブル１２１２Ａ２２とは異なる。しかし、端末装置１Ａが選択
するランダムアクセスプリアンブル１２１２Ａ２１が対応する送信パラメータは、端末装
置１Ｂが選択するランダムアクセスプリアンブル１２１２Ａ２４が対応する送信パラメー
タと同じでもよい。当該送信パラメータは１２２２Ａ２４であってもよい。
【０１４４】
　１６００において、端末装置１Ａは、ランダムアクセスプリアンブル１２１２Ａ２１を
送信する。１６００において、端末装置１Ａは、送信パラメータ１２２２Ａ２４に基づい
て、端末装置１Ａの識別子、および、ランダムアクセスプリアンブル１２２２Ａ２１のイ
ンデックスを含むメッセージＸを送信する。１６０２において、端末装置１Ｂは、ランダ
ムアクセスプリアンブル１２１２Ａ２２を送信する。１６０２において、端末装置１Ｂは
、送信パラメータ１２２２Ａ２４に基づいて、端末装置１Ｂの識別子、および、ランダム
アクセスプリアンブル１２２２Ａ２１のインデックスを含むメッセージＸを送信する。
【０１４５】
　基地局装置３は、ランダムアクセスプリアンブル１２１２Ａ２１、および、ランダムア
クセスプリアンブル１２１２Ａ２２の検出に成功し、端末装置１Ａによって送信されたメ
ッセージＸの受信／検出に成功し、端末装置１Ｂによって送信されたメッセージの受信／
検出に失敗した場合、端末装置１Ａの識別子に基づくコンテンションリゾリューションを
送信し（１６０４）、且つ、ランダムアクセスプリアンブル１２１２Ａ２２に対応するラ
ンダムアクセスレスポンスを送信する（１６０６）。端末装置１Ｂは、ランダムアクセス
レスポンスを受信した場合、ランダムアクセスレスポンスに含まれる上りリンクグラント
に基づいて、ＰＵＳＣＨを用いて端末装置１Ｂの識別子を送信する（１６０８）。次に、
端末装置１Ｂは、コンテンションリゾリューションを受信する（１６１０）。基地局装置
３は、端末装置１Ａによって送信されたメッセージＸにランダムアクセスプリアンブル１
２１２Ａ２１のインデックスを示す情報が含まれている場合、ランダムアクセスプリアン
ブル１２１２Ａ２１に対応するランダムアクセスレスポンスを送信しなくてもよい。尚、
ランダムアクセスプリアンブルを示す情報は、メッセージＸの符号化ビット、または、変
調シンボルのスクランブルのために用いられるスクランブル系列、メッセージＸの符号拡
散、および／または、メッセージＸを含むＰＵＳＣＨの送信に関連するＤＭＲＳによって
表現されてもよい。
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【０１４６】
　図１６の１６０４と１６０６において、ランダムアクセスレスポンスとコンテンション
リゾリューションは、同じＰＤＳＣＨに含まれてもよい。すなわち、図１６の１６０４と
１６０６において、ランダムアクセスレスポンスとコンテンションリゾリューションを含
むトランスポートブロックが、ＰＤＳＣＨを用いて送信されてもよい。当該ＰＤＳＣＨの
スケジューリングのために、上述したＲＡ－ＲＮＴＩ、または、上述したＸ－ＲＮＴＩに
よってスクランブルされたＣＲＣが付加されたＤＣＩフォーマットが用いられてもよい。
図１７は、本実施形態におけるランダムアクセスレスポンスおよび／またはコンテンショ
ンリゾリューションを含むトランスポートブロックの一例を示す図である。図１７におい
て、トランスポートブロックは、ヘッダー１７００、および、ｎ個のＲＡＲ／ＣＲ｛１７
２１、１７２２、．．．、１７２ｎ｝を含む。ＲＡＲ／ＣＲは、ランダムアクセスレスポ
ンス、または、コンテンションリゾリューションである。ヘッダー１７００は、ｎ個のサ
ブヘッダー｛１７０１、１７０２、．．．、１７０ｎ｝を含む。ヘッダーのそれぞれは、
ＲＡＲ／ＣＲのそれぞれに対応してもよい。例えば、サブヘッダー１７０１は、ＲＡＲ／
ＣＲ１７２１に対応してもよい。
【０１４７】
　サブヘッダー｛１７０１、１７０２、．．．、１７０ｎ｝のそれぞれは、ランダムアク
セスプリアンブルのインデックスを示すランダムアクセスプリアンブル識別子を含んでも
よい。サブヘッダー１７０１に２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順の
第１のステップにおいて送信したランダムアクセスプリアンブルのインデックスを示すラ
ンダムアクセスプリアンブル識別子が含まれている場合、端末装置１は当該サブヘッダー
１７０１に対応するＲＡＲ／ＣＲ１７２１を確認してもよい。
【０１４８】
　サブヘッダーは、当該サブヘッダーが対応するＲＡＲ／ＣＲにランダムアクセスレスポ
ンスが含まれていることを示すためのフラグを含んでもよい。サブヘッダーは、当該サブ
ヘッダーが対応するＲＡＲ／ＣＲにコンテンションリゾリューションリゾリューションが
含まれていることを示すためのフラグを含んでもよい。サブヘッダーは、当該サブヘッダ
ーが対応するＲＡＲ／ＣＲに、ランダムアクセスレスポンスおよびコンテンションリゾリ
ューションリゾリューションの何れが含まれているかを示すためのフラグを含んでもよい
。端末装置１は、当該フラグに基づいて、ＲＡＲ／ＣＲにランダムアクセスレスポンスお
よびコンテンションリゾリューションリゾリューションの何れが含まれるかを特定しても
よい。
【０１４９】
　サブヘッダーに含まれるフラグが、ＲＡＲ／ＣＲにコンテンションリゾリューションリ
ゾリューションが含まれることを示す場合、当該サブヘッダーにランダムアクセスプリア
ンブル識別子は含まれなくてもよく、且つ、当該サブヘッダーにメッセージＸの送信のた
めのリソースのインデックスを示すための情報が含まれてもよい。端末装置１は、サブヘ
ッダー１７０１に２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順の第１のステッ
プにおけるメッセージＸの送信のためのリソースのインデックスを示す情報が含まれてい
る場合、端末装置１は当該サブヘッダー１７０１に対応するＲＡＲ／ＣＲ１７２１を確認
してもよい。メッセージＸの送信のためのリソースのインデックスは、周波数－時間リソ
ースに対して割り当ててもよい。異なる送信パラメータに対応する異なるリソースに対し
て、異なるインデックスを割り当ててもよい。
【０１５０】
　ＲＡＲ／ＣＲは、当該ＲＡＲ／ＣＲにランダムアクセスレスポンスが含まれていること
を示すためのフラグを含んでもよい。ＲＡＲ／ＣＲは、当該ＲＡＲ／ＣＲにコンテンショ
ンリゾリューションリゾリューションが含まれていることを示すためのフラグを含んでも
よい。ＲＡＲ／ＣＲは、当該ＲＡＲ／ＣＲに、ランダムアクセスレスポンスおよびコンテ
ンションリゾリューションリゾリューションの何れが含まれているかを示すためのフラグ
を含んでもよい。端末装置１は、当該フラグに基づいて、ＲＡＲ／ＣＲにランダムアクセ
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スレスポンスおよびコンテンションリゾリューションリゾリューションの何れが含まれる
かを特定してもよい。
【０１５１】
　端末装置１は、サブヘッダーに含まれるランダムアクセスプリアンブル識別子が所定の
値にセットされている場合に、当該サブヘッダーが対応するＲＡＲ／ＣＲにコンテンショ
ンリゾリューションリゾリューションが含まれていると判断してもよい。所定の値は０で
もよい。所定の値は１でもよい。端末装置１は、トランスポートブロックに含まれるヘッ
ダーのフィールドにセットされる値に基づいて、当該トランスポートブロックにコンテン
ションリゾリューションリゾリューション、および／または、ランダムアクセスレスポン
スが含まれると判断してもよい。
【０１５２】
　あるセルにおいて、２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順に対応する
ランダムアクセスプリアンブルのグループは、４ステップコンテンションベースランダム
アクセス手順に対応するランダムアクセスプリアンブルのグループと同じでもよい。ある
セルにおいて、２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順に対応するランダ
ムアクセスプリアンブルの送信のためのリソースのセットは、４ステップコンテンション
ベースランダムアクセス手順に対応するランダムアクセスプリアンブルの送信のためのリ
ソースのセットと同じでもよい。例えば、図１２における、ランダムアクセスプリアンブ
ルの送信のためのリソースのセット１２０２、１２０４、および、ランダムアクセスプリ
アンブルのグループ１２１２、１２１４は、４ステップコンテンションベースランダムア
クセス手順に対応するランダムアクセスプリアンブルの送信のために用いられてもよい。
図１４において説明した、端末装置１によるランダムアクセスプリアンブルのグループの
選択方法は、４ステップコンテンションベースランダムアクセス手順に対して適用されて
もよい。
【０１５３】
　図１８は、本実施形態におけるランダムアクセス手順のためのランダムアクセスプリア
ンブルのグループの一例を示す図である。図１８において、４ステップコンテンションベ
ースランダムアクセス手順と２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順に対
するグループの設定は同じである。図１８において、グループ１２１２Ａ２はインデック
ス６から２０のランダムアクセスプリアンブルを含み、グループ１２１２Ｂ２はインデッ
クス２１から４１のランダムアクセスプリアンブルを含み、且つ、グループ１２１２Ｃ２
はインデックス４２から６３のランダムアクセスプリアンブルを含む。端末装置１は、４
ステップコンテンションベースランダムアクセス手順の第１のステップにおいてグループ
｛１２１２Ａ２、１２１２Ｂ２、１２１２Ｃ２｝の中から１つのグループを選択してもよ
く、且つ、２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順の第１のステップにお
いてグループ｛１２１２Ａ２、１２１２Ｂ２、１２１２Ｃ２｝の中から１つのグループを
選択してもよい。
【０１５４】
　図１８は、本実施形態におけるランダムアクセス手順のためのランダムアクセスプリア
ンブルのグループの一例を示す図である。図１８において、４ステップコンテンションベ
ースランダムアクセス手順に対するグループの設定は、２ステップコンテンションベース
ランダムアクセス手順に対するグループの設定と同じである。図１８において、グループ
１２１２Ａ２はインデックス６から２０のランダムアクセスプリアンブルを含み、グルー
プ１２１２Ｂ２はインデックス２１から４１のランダムアクセスプリアンブルを含み、且
つ、グループ１２１２Ｃ２はインデックス４２から６３のランダムアクセスプリアンブル
を含む。端末装置１は、４ステップコンテンションベースランダムアクセス手順の第１の
ステップにおいてグループ｛１２１２Ａ２、１２１２Ｂ２、１２１２Ｃ２｝の中から１つ
のグループを選択してもよく、且つ、２ステップコンテンションベースランダムアクセス
手順の第１のステップにおいてグループ｛１２１２Ａ２、１２１２Ｂ２、１２１２Ｃ２｝
の中から１つのグループを選択してもよい。
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【０１５５】
　図１９は、本実施形態におけるランダムアクセス手順のためのランダムアクセスプリア
ンブルのグループの別の例を示す図である。図１９において、４ステップコンテンション
ベースランダムアクセス手順に対するグループの設定は、２ステップコンテンションベー
スランダムアクセス手順に対するグループの設定と異なる。図１９において、グループ１
２１２Ａ２はインデックス６から２０のランダムアクセスプリアンブルを含み、グループ
１２１２Ｂ２はインデックス２１から６３のランダムアクセスプリアンブルを含み、グル
ープ１２１２Ａ２’はインデックス６から４１のランダムアクセスプリアンブルを含み、
且つ、グループ１２１２Ｂ２’はインデックス４２から６３のランダムアクセスプリアン
ブルを含む。端末装置１は、４ステップコンテンションベースランダムアクセス手順の第
１のステップにおいてグループ｛１２１２Ａ２’、１２１２Ｂ２’｝の中から１つのグル
ープを選択してもよく、且つ、２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順の
第１のステップにおいてグループ｛１２１２Ａ２、１２１２Ｂ２｝の中から１つのグルー
プを選択してもよい。
【０１５６】
　端末装置１は、下りリンク物理シグナル（同期信号、および／または、下りリンク参照
信号）を用いた測定、メッセージＸのサイズ、基地局装置３から受信した情報にって与え
られる値Ａ１、および／または、基地局装置３から受信した情報にって与えられる値Ａ２
に基づいて、ランダムアクセスプリアンブルの複数のグループ｛１２１２Ａ２、１２１２
Ｂ２｝の中から１つのグループを選択してもよい。端末装置１は、下りリンク物理シグナ
ル（同期信号、および／または、下りリンク参照信号）を用いた測定、メッセージＸのサ
イズ、基地局装置３から受信した情報にって与えられる値Ａ３、および／または、基地局
装置３から受信した情報にって与えられる値Ａ４に基づいて、ランダムアクセスプリアン
ブルの複数のグループ｛１２１２Ａ２、１２１２Ｂ２｝の中から１つのグループを選択し
てもよい。ここで、値Ａ１、値Ａ２、値Ａ３、値Ａ４は個別に設定されてもよい。基地局
装置３は、値Ａ１を決定するために用いられる情報、値Ａ２を決定するために用いられる
情報、値Ａ３を決定するために用いられる情報、値Ａ４を決定するために用いられる情報
を送信してもよい。尚、グループを決定するための方法は、図１４において説明した方法
が用いられてもよい。
【０１５７】
　図１８、および、図１９において、インデックス０から５のランダムアクセスプリアン
ブルは、非コンテンションベースランダムアクセス手順において用いられてもよい。
【０１５８】
　図２０は、本実施形態におけるコンテンションベースランダムアクセス手順のフローの
一例を示す図である。
【０１５９】
　ステップ２０００において、端末装置１は、送信カウンタ（PREAMBLE_TRANSMISSION_CO
UNTER）と電力ランプアップカウンタを０にセットする。送信カウンタ（PREAMBLE_TRANSM
ISSION_COUNTER）は、ランダムアクセス問題（random access problem）を上位層（ＲＲ
Ｃ）に通知するかどうかを判定するために用いられる。電力ランプアップカウンタは、（
１）４ステップコンテンションベースランダムアクセス手順の第１のステップにおけるＰ
ＲＡＣＨの送信のための送信電力ＰＰＲＡＣＨの設定、（２）２ステップコンテンション
ベースランダムアクセス手順の第１のステップにおけるＰＲＡＣＨの送信のための送信電
力ＰＰＲＡＣＨ、および、（３）２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順
の第１のステップにおけるＰＵＳＣＨの送信のための送信電力ＰＰＵＳＣＨの設定のため
に用いられる。
【０１６０】
　ステップ２００１において、端末装置１は、コンテンションランダムアクセス手順のタ
イプ／フォーム（２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順、４ステップコ
ンテンションベースランダムアクセス手順）を選択し、選択したタイプ／フォームに基づ
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いてコンテンションベースランダムアクセス手順を実行してもよい。
【０１６１】
　ステップ２００２において、端末装置１は、ランダムアクセスレスポンス受信またはコ
ンテンションリゾリューションに成功したかどうかを判定する。端末装置１は、ランダム
アクセスレスポンス受信またはコンテンションリゾリューションに成功した場合、コンテ
ンションベースランダムアクセス手順を終了する。
【０１６２】
　端末装置１は、ランダムアクセスレスポンス受信またはコンテンションリゾリューショ
ンに失敗した場合に、ステップ２００３に進む。
【０１６３】
　ランダムアクセスレスポンス受信の失敗の例について説明する。端末装置１のＭＡＣは
、４ステップコンテンションベースランダムアクセス手順の第１のステップ（６００）に
おいてランダムアクセスプリアンブルが送信（初期送信または再送信）された場合に、ラ
ンダムアクセスレスポンスウインドウにおいて、ランダムアクセスレスポンスのためのＰ
ＤＣＣＨをモニタしてもよい。端末装置１のＭＡＣは、ランダムアクセスレスポンスウイ
ンドウにおいてランダムアクセスレスポンスが受信されない場合、ステップ２００３に進
んでもよい。端末装置１のＭＡＣは、全ての受信されたランダムアクセスレスポンスが送
信したランダムアクセスプリアンブルに対応するランダムアクセス識別子を含んでいない
場合、ステップ２００３に進んでもよい。
【０１６４】
　ランダムアクセスレスポンス受信またはコンテンションリゾリューションの失敗の例に
ついて説明する。端末装置１のＭＡＣは、２ステップコンテンションベースランダムアク
セス手順の第１のステップ（７００、８００）においてランダムアクセスプリアンブルと
端末装置１の識別子が送信された場合に、端末装置１のＭＡＣは第１のタイマー（first 
mac-ContentinResolutionTimer）をスタートしてもよい。ここで、端末装置１のＭＡＣは
第１のタイマー（first mac-ContentinResolutionTimer）がランニングしている間に、コ
ンテンションリゾリューションのためのＰＤＣＣＨおよびランダムアクセスレスポンスの
ためのＰＤＣＣＨをモニタしてもよい。端末装置１のＭＡＣは、２ステップコンテンショ
ンベースランダムアクセス手順の第３のステップ（８０４）において端末装置１の識別子
が送信された場合に、端末装置１のＭＡＣは第２のタイマー（second mac-ContentinReso
lutionTimer）をスタートしてもよい。ここで、端末装置１のＭＡＣは第２のタイマー（s
econd mac-ContentinResolutionTimer）がランニングしている間に、コンテンションリゾ
リューションのためのＰＤＣＣＨをモニタしてもよい。端末装置１のＭＡＣは、第１のタ
イマー（first mac-ContentinResolutionTimer）または第２のタイマー（second mac-Con
tentinResolutionTimer）が満了した場合、コンテンションリゾリューションに失敗した
と想定してもよい。端末装置１のＭＡＣによってコンテンションリゾリューションが成功
していないとみなされる、且つ、下位層（物理層）から電力ランピング一時停止（power 
ramping suspension）の通知が受信されていない場合、端末装置１のＭＡＣはステップ２
００３に進んでもよい。ここで、第１のタイマー（first mac-ContentinResolutionTimer
）の長さおよび／または第２のタイマー（second mac-ContentinResolutionTimer）の長
さは、基地局装置３から受信した上位層（ＲＲＣ）の情報（パラメータ）に基づいて与え
られてもよい。ここで、第２のタイマー（second mac-ContentinResolutionTimer）は、
第１のタイマー（first mac-ContentinResolutionTimer）であってもよい。この場合、上
位層（ＲＲＣ）の情報（パラメータ）は、第２のタイマー（second mac-ContentinResolu
tionTimer）の長さを示さなくてもよい。
【０１６５】
　ステップ２００３において、端末装置１のＭＡＣは、下位層（物理層）から電力ランピ
ング一時停止（power ramping suspension）の通知が受信されているかどうかを判定する
。下位層（物理層）から電力ランピング一時停止（power ramping suspension）の通知が
受信されていない場合、端末装置１のＭＡＣは送信カウンタ（PREAMBLE_TRANSMISSION_CO
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UNTER）を１つインクリメントし、ステップ２００６に進んでもよい（ステップ２００４
）。下位層（物理層）から電力ランピング一時停止（power ramping suspension）の通知
が受信されている場合、端末装置１のＭＡＣはステップ２００６に進んでもよい。ここで
、ランダムアクセス手順の選択したタイプ／フォームにかかわらず、共通の送信カウンタ
（PREAMBLE_TRANSMISSION_COUNTER）が用いられてもよい。端末装置１の物理層は、ＭＡ
Ｃからランダムアクセスプリアンブルの送信を指示されたが、ランダムアクセスプリアン
ブルの送信をドロップした場合、ＭＡＣにら電力ランピング一時停止（power ramping su
spension）の通知を示してもよい。端末装置１の物理層は、ＭＡＣからランダムアクセス
プリアンブルと端末装置１の識別子の送信を指示されたが、ランダムアクセスプリアンブ
ルと端末装置１の識別子の送信をドロップした場合、ＭＡＣに電力ランピング一時停止（
power ramping suspension）の通知を示してもよい。端末装置１の物理層は、ランダムア
クセスプリアンブルを含むＰＲＡＣＨの送信のドロップに基づいて、端末装置１の識別子
を含むＰＵＳＣＨの送信をドロップしてもよい。
【０１６６】
　ステップ２００６において、端末装置１のＭＡＣは、送信カウンタ（PREAMBLE_TRANSMI
SSION_COUNTER）が所定の値Ａであるかどうかを判定してもよい。端末装置１のＭＡＣは
、送信カウンタ（PREAMBLE_TRANSMISSION_COUNTER）が所定の値Ａではない場合、ステッ
プ２０１０に進んでもよい。端末装置１のＭＡＣは、送信カウンタ（PREAMBLE_TRANSMISS
ION_COUNTER）が所定の値Ａである場合、上位層（ＲＲＣ）にランダムアクセス問題（ran
dom access problem）を示してもよい（ステップ２００８）。上位層（ＲＲＣ）は、下位
層（ＭＡＣ）からランダムアクセス問題を示されたことに基づいて、無線リンク失敗（ra
dio link failure）が検出されるとみなし、ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ退出手順（leav
ing RRC_CONNECTED procedure）またはＲＲＣコネクション再確立手順（RRC connection 
re-establishment procedure）を実行してもよい。ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ退出手順
およびＲＲＣコネクション再確立手順において、ＲＲＣはＭＡＣにＭＡＣのリセットを要
求する。端末装置１の上位層（ＲＲＣ）によってＭＡＣのリセットが要求された場合、端
末装置１のＭＡＣは、継続しているランダムアクセスプロシージャをストップする。ここ
で、所定の値Ａは、最大送信回数または最大試行回数であってもよい。ここで、所定の値
Ａは、基地局装置３から受信した上位層（ＲＲＣ）の情報（パラメータ）に基づいて与え
られてもよい。
【０１６７】
　端末装置１のＭＡＣは、ステップ２００２においてランダムアクセス手順に失敗したと
判定した場合に、電力ランプアップカウンタを１つインクリメントするかどうかを判定し
てもよい（ステップ２０１０）。尚、端末装置１のＭＡＣは、ステップ２００２において
ランダムアクセス手順に失敗し、且つ、下位層（物理層）から電力ランピング一時停止（
power ramping suspension）の通知が受信されていない場合、電力ランプアップカウンタ
を１つインクリメントするかどうかを判定してもよい。すなわち、端末装置１のＭＡＣは
、ステップ２００２においてランダムアクセス手順に失敗し、且つ、下位層（物理層）か
ら電力ランピング一時停止（power ramping suspension）の通知が受信されている場合、
電力ランプアップカウンタを１つインクリメントするかどうかを判定しなくてもよい。
【０１６８】
　端末装置１のＭＡＣは、電力ランプアップカウンタを１つインクリメントすると判定し
た場合に、電力ランプアップカウンタを１つインクリメントしてもよい（ステップ２０１
２）。端末装置１のＭＡＣは、ステップ２０１２の後、ステップ２００１に進み、選択し
たタイプ／フォームのコンテンションベースランダムアクセス手順を実行してもよい。端
末装置１のＭＡＣは、電力ランプアップカウンタを１つインクリメントしないと判定した
場合に、ステップ２００１に進み、選択したタイプ／フォームのコンテンションベースラ
ンダムアクセス手順を実行してもよい。
【０１６９】
　ステップ２０１０において、端末装置１のＭＡＣは、送信カウンタ（PREAMBLE_TRANSMI
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SSION_COUNTER）に基づいて、電力ランプアップカウンタをインクリメントするかどうか
を判定してもよい。ステップ２０１０において、送信カウンタ（PREAMBLE_TRANSMISSION_
COUNTER）を割った余りが所定の値Ｂである場合に、端末装置１のＭＡＣは電力ランプア
ップカウンタを１つインクリメントすると判定してもよい。ここで、所定の値Ｂは、基地
局装置３から受信した上位層（ＲＲＣ）の情報（パラメータ）に基づいて与えられてもよ
い。所定の値Ｂは、１または１より大きい整数であってもよい。端末装置１のＭＡＣは、
電力ランプアップカウンタが送信カウンタ（PREAMBLE_TRANSMISSION_COUNTER）を超えな
いように、端末装置１のＭＡＣ自身が電力ランプアップカウンタの値を調整してもよい。
【０１７０】
　以下、ランダムアクセスプリアンブルを含むＰＲＡＣＨの送信のための送信電力ＰＰＲ

ＡＣＨの設定方法について説明する。ＰＲＡＣＨお送信のための送信電力ＰＰＲＡＣＨは
数式（５）によって与えられてもよい。
【０１７１】
【数５】

【０１７２】
　ＰＣＭＡＸ，ｃ（ｉ）は、サービングセルｃのサブフレームｉのための最大送信電力で
ある。ＰＬｃは、サービングセルｃにおける下りリンクのパスロス（path loss estimate
）であって、端末装置１によって計算される。ｍｉｎは、入力された複数の値の中から最
小の値を返す関数である。ＰＲＥＡＭＢＬＥ＿ＲＥＣＥＩＶＥＤ＿ＴＡＲＧＥＴ＿ＰＯＷ
ＥＲは、数式（６）によって与えられる。
【０１７３】
【数６】

【０１７４】
　ｐｒｅａｍｂｌｅＩｎｉｔｉａｌＲｅｃｅｉｖｅｄＴａｒｇｅｔＰｏｗｅｒ（ｍ）は、
上位層（ＲＲＣ）によって設定される。ｐｏｗｅｒＲａｍｐｉｎｇＳｔｅｐ（ｍ）は送信
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電力のランプアップのステップサイズである。ｐｏｗｅｒＲａｍｐｉｎｇＳｔｅｐ（ｍ）
は、上位層（ＲＲＣ）によって設定される。４ステップコンテンションベースランダムア
クセスレスポンス手順、および、非コンテンションベースランダムアクセス手順に対して
、ｍは０である。２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順に対して、ｍは
１である。すなわち、ｐｒｅａｍｂｌｅＩｎｉｔｉａｌＲｅｃｅｉｖｅｄＴａｒｇｅｔＰ
ｏｗｅｒ（０）とｐｒｅａｍｂｌｅＩｎｉｔｉａｌＲｅｃｅｉｖｅｄＴａｒｇｅｔＰｏｗ
ｅｒ（１）が、上位層によって設定されてもよい。すなわち、ｐｏｗｅｒＲａｍｐｉｎｇ
Ｓｔｅｐ（０）とｐｏｗｅｒＲａｍｐｉｎｇＳｔｅｐ（１）が、上位層によって設定され
る。基地局装置３は、ｐｒｅａｍｂｌｅＩｎｉｔｉａｌＲｅｃｅｉｖｅｄＴａｒｇｅｔＰ
ｏｗｅｒ（０）を示す上位層（ＲＲＣ）の情報（パラメータ）とｐｒｅａｍｂｌｅＩｎｉ
ｔｉａｌＲｅｃｅｉｖｅｄＴａｒｇｅｔＰｏｗｅｒ（１）を示す上位層（ＲＲＣ）の情報
（パラメータ）を送信してもよい。基地局装置３は、ｐｏｗｅｒＲａｍｐｉｎｇＳｔｅｐ
（０）を示す上位層（ＲＲＣ）の情報（パラメータ）とｐｏｗｅｒＲａｍｐｉｎｇＳｔｅ
ｐ（１）を示す上位層（ＲＲＣ）の情報（パラメータ）を送信してもよい。
【０１７５】
　２ステップコンテンションベースランダムアクセスレスポンス手順、４ステップコンテ
ンションベースランダムアクセスレスポンス手順、および、非コンテンションベースラン
ダムアクセス手順に対して、共通のｐｒｅａｍｂｌｅＩｎｉｔｉａｌＲｅｃｅｉｖｅｄＴ
ａｒｇｅｔＰｏｗｅｒが用いられてもよい。２ステップコンテンションベースランダムア
クセスレスポンス手順、４ステップコンテンションベースランダムアクセスレスポンス手
順、および、非コンテンションベースランダムアクセス手順に対して、共通のｐｏｗｅｒ
ＲａｍｐｉｎｇＳｔｅｐが用いられてもよい。
【０１７６】
　ＤＥＬＴＡ＿ＰＲＥＡＭＢＬＥ（Ｆ）は上位層によって設定されてもよい。ＤＥＬＴＡ
＿ＰＲＥＡＭＢＬＥ（Ｆ）のそれぞれはＰＲＡＣＨフォーマット（Ｆ）に対応してもよい
。ＰＲＡＣＨフォーマットは、ランダムアクセスプリアンブルのフォーマットであっても
よい。ＰＲＡＣＨフォーマットは、ＣＰ長、ランダムアクセスプリアンブルの系列の長さ
、ランダムアクセスプリアンブルの系列の繰り返し回数を含んでもよい。基地局装置３は
、ＤＥＬＴＡ＿ＰＲＥＡＭＢＬＥ（Ｆ）を示す上位層（ＲＲＣ）の情報（パラメータ）を
送信してもよい
　ＰＲＥＡＭＢＬＥ＿ＴＲＡＮＳＭＩＳＳＩＯＮ＿ＣＯＵＮＴＥＲは、上述した送信カウ
ンタである。
【０１７７】
　すなわち、端末装置１は、ランダムアクセスレスポンスの受信またはコンテンションリ
ゾリューションの失敗に基づいて、２ステップコンテンションベースランダムアクセス手
順の第１のステップにおいて送信されるＰＲＡＣＨの送信のための送信電力をランプアッ
プしてもよい。すなわち、端末装置１は、ランダムアクセスレスポンスの受信またはコン
テンションリゾリューションの失敗に基づいて、４ステップコンテンションベースランダ
ムアクセス手順の第１のステップにおいて送信されるＰＲＡＣＨの送信のための送信電力
をランプアップしてもよい。
【０１７８】
　以下、ＰＵＳＣＨの送信のための送信電力ＰＰＵＳＣＨの設定方法について説明する。
【０１７９】
　２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順の第１のステップ（７００、８
００）において送信されるＰＵＳＣＨの送信帯域幅の全てが、２ステップコンテンション
ベースランダムアクセス手順の第１のステップ（７００、８００）において送信されるＰ
ＲＡＣＨの送信帯域幅に含まれる場合、当該ＰＵＳＣＨの送信のための送信電力ＰＰＵＳ

ＣＨは、当該ＰＲＡＣＨの送信のための送信電力ＰＰＲＡＣＨに基づいて与えられてもよ
い。例えば、当該ＰＵＳＣＨの送信のための送信電力ＰＰＵＳＣＨは、当該ＰＲＡＣＨの
送信のための送信電力ＰＰＲＡＣＨと同じでもよい。
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【０１８０】
　サービングセルｃのサブフレーム（ｉ）におけるＰＵＳＣＨの送信のための送信電力Ｐ

ＰＵＳＣＨ，ｃ（ｉ）は数式（７）によって与えられてもよい。
【０１８１】
【数７】

【０１８２】
　ＭＰＵＳＣＨ，ｃは、サービングセルｃのサブフレーム（ｉ）におけるＰＵＳＣＨの送
信帯域幅であって、物理リソースブロックの数によって表現される。ＰＯ＿ＰＵＳＣＨ，

ｃは上位層によって設定される。αｃは、上位層によって設定される。ΔＴＦ，ｃ（ｉ）
は、上位層のパラメータに少なくとも基づいて与えられる。ｆｃ（ｉ）は、下りリンク制
御情報に含まれるＴＰＣコマンドに基づいて与えられる。２ステップコンテンションベー
スランダムアクセス手順の第１のステップ（７００、８００）において送信されるＰＵＳ
ＣＨの送信のための送信電力ＰＰＵＳＣＨに対して、ΔＰｒａｍｐｕｐ（２）は数式（８
）によって与えられてもよい。それ以外の場合、ΔＰｒａｍｐｕｐ（２）は０であっても
よい。
【０１８３】
【数８】

【０１８４】
　ｐｏｗｅｒＲａｍｐｉｎｇＳｔｅｐ（２）は上位層によって設定される。基地局装置３
は、ｐｏｗｅｒＲａｍｐｉｎｇＳｔｅｐ（２）を示す上位層（ＲＲＣ）の情報（パラメー
タ）を送信してもよい。ｐｏｗｅｒＲａｍｐｉｎｇＳｔｅｐ（２）は、ｐｏｗｅｒＲａｍ
ｐｉｎｇＳｔｅｐ（０）とｐｏｗｅｒＲａｍｐｉｎｇＳｔｅｐ（１）とは個別に定義され
てもよい。数式（８）において、ｐｏｗｅｒＲａｍｐｉｎｇＳｔｅｐ（２）の代わりにｐ
ｏｗｅｒＲａｍｐｉｎｇＳｔｅｐ（１）を用いてもよい。
【０１８５】
　ＰＲＥＡＭＢＬＥ＿ＴＲＡＮＳＭＩＳＳＩＯＮ＿ＣＯＵＮＴＥＲは、上述した送信カウ
ンタである。
【０１８６】
　すなわち、端末装置１は、ランダムアクセスレスポンスの受信またはコンテンションリ
ゾリューションの失敗に基づいて、２ステップコンテンションベースランダムアクセス手
順の第１のステップにおいて送信されるＰＵＳＣＨの送信のための送信電力をランプアッ
プしてもよい。
【０１８７】
　端末装置１は、２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順におけるランダ
ムアクセスレスポンスの受信またはコンテンションリゾリューションの失敗に基づいて、
２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順の第１のステップにおいて送信さ
れるＰＵＳＣＨの送信のための送信電力をランプアップしてもよい。
【０１８８】
　端末装置１は、４ステップコンテンションベースランダムアクセス手順におけるランダ
ムアクセスレスポンスの受信またはコンテンションリゾリューションの失敗に基づいて、
２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順の第１のステップにおいて送信さ
れるＰＵＳＣＨの送信のための送信電力をランプアップしてもよい。
【０１８９】
　４ステップコンテンションベースランダムアクセス手順の第２のステップとしてランダ
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ムアクセスレスポンスが受信された場合、端末装置１は、ｆｃ（ｉ）の値をリセットして
もよい。ここで、ｆｃ（ｉ）の初期値ｆｃ（０）は、ΔＰｒａｍｐｕｐ（０）、および、
δｍｓｇ２，ｃに基づいて与えられてもよい。ΔＰｒａｍｐｕｐ（０）は数式（９）によ
って与えられる。ここで、δｍｓｇ２，ｃはランダムアクセスレスポンスに含まれるＴＰ
Ｃコマンドによって示される。
【０１９０】
【数９】

【０１９１】
　２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順の第２のステップとしてランダ
ムアクセスレスポンスが受信された場合、端末装置１は、ｆｃ（ｉ）の値をリセットして
もよい。ここで、ｆｃ（ｉ）の初期値ｆｃ（０）は、ΔＰｒａｍｐｕｐ（１）、および、
δｍｓｇ２，ｃに基づいて与えられてもよい。ΔＰｒａｍｐｕｐ（１）は数式（１０）に
よって与えられる。ここで、δｍｓｇ２，ｃはランダムアクセスレスポンスに含まれるＴ
ＰＣコマンドによって示される。
【０１９２】
【数１０】

【０１９３】
　２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順の第２のステップとしてコンテ
ンションリゾリューションが受信された場合、端末装置１は、ｆｃ（ｉ）の値をリセット
してもよい。ここで、ｆｃ（ｉ）の初期値ｆｃ（０）は、ΔＰｒａｍｐｕｐ（１）、およ
び、δｍｓｇ２，ｃに基づいて与えられてもよい。ここで、δｍｓｇ２，ｃはコンテンシ
ョンリゾリューションに含まれるＴＰＣコマンドによって示される。
【０１９４】
　２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順の第２のステップとしてコンテ
ンションリゾリューションが受信された場合、端末装置１は、ｆｃ（ｉ）の値を数式（１
１）に基づいてセットしてもよい。ΔＰｒａｍｐｕｐ＿２ｓｔｅｐは、ΔＰｒａｍｐｕｐ

（２）に基づいて与えられてもよい。ここで、δｍｓｇ２，ｃはコンテンションリゾリュ
ーションに含まれるＴＰＣコマンドによって示される。
【０１９５】

【数１１】

【０１９６】
　以下、本実施形態における、端末装置１の種々の態様について説明する。
【０１９７】
　（１）本実施形態の第１の態様は、端末装置１であって、ランダムアクセス手順を実行
する上位層処理部１４と、物理チャネル（ＰＤＣＣＨオーダ）を受信する受信部１０と、
を備え、前記ランダムアクセス手順は、２ステップコンテンションベースランダムアクセ
ス手順、４ステップコンテンションベースランダムアクセス手順、および、非コンテンシ
ョンベースランダムアクセス手順を含み、前記物理チャネルは、前記４ステップ－コンテ
ンションベースランダムアクセス手順、および、前記非コンテンションベースランダムア
クセス手順の何れかの開始を指示し、前記上位層処理部は、前記物理チャネルに基づいて
、前記４ステップコンテンションベースランダムアクセス手順、および、前記非コンテン
ションベースランダムアクセス手順の何れかを開始する。
【０１９８】
　（２）本実施形態の第１の態様において、前記上位層処理部１４は、初期アクセス、お
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よび、ＲＲＣコネクション再確立のために、前記２ステップコンテンションベースランダ
ムアクセス手順、および、前記４ステップコンテンションベースランダムアクセス手順の
何れかを開始する。
【０１９９】
　（３）本実施形態の第１の態様において、前記上位層処理部１４は、ハンドオーバのた
めに、前記２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順、前記４ステップコン
テンションベースランダムアクセス手順、および、前記非コンテンションベースランダム
アクセス手順の何れかを開始する。
【０２００】
　（４）本実施形態の第１の態様において、前記上位層処理部１４は、ＭＡＣ層が前記ラ
ンダムアクセス手順を開始する場合、前記２ステップコンテンションベースランダムアク
セス手順、および、前記４ステップコンテンションベースランダムアクセス手順の何れか
を開始する。
【０２０１】
　（５）本実施形態の第１の態様において、前記物理チャネルがセカンダリーＴＡＧに属
するセカンダリーセルにおける前記ランダムアクセス手順の開始を指示する場合、前記物
理チャネルは前記非コンテンションベースランダムアクセス手順の開始を指示する。
【０２０２】
　（６）本実施形態の第２の態様は、端末装置１であって、２ステップコンテンションベ
ースランダムアクセス手順を制御する上位層処理部１４と、前記２ステップコンテンショ
ンベースランダムアクセス手順の第１のステップとして、ランダムアクセスプリアンブル
とデータを送信する送信部１０と、を備え、前記データは、前記ランダムアクセスプリア
ンブルに関する情報を含み、前記ランダムアクセスプリアンブルに関する情報は、以下の
情報Ａから情報Ｃの一部、または、全部を含む。
・情報Ａ：前記ランダムアクセスプリアンブルのインデックスを示すための情報
・情報Ｂ：前記ランダムアクセスプリアンブルの送信のためのリソースを示すための情報
・情報Ｃ：前記ランダムアクセスプリアンブルの系列に関する情報
　（７）本実施形態の第３の態様は、基地局装置３であって、２ステップコンテンション
ベースランダムアクセス手順を制御する上位層処理部３４と、前記２ステップコンテンシ
ョンベースランダムアクセス手順の第１のステップとして、ランダムアクセスプリアンブ
ルとデータを受信する受信部３０と、を備え、前記データは、前記ランダムアクセスプリ
アンブルに関する情報を含む。
【０２０３】
　前記ランダムアクセスプリアンブルに関する情報は、以下の情報Ａから情報Ｃの一部、
または、全部を含む
・情報Ａ：前記ランダムアクセスプリアンブルのインデックスを示すための情報
・情報Ｂ：前記ランダムアクセスプリアンブルの送信のためのリソースを示すための情報
・情報Ｃ：前記ランダムアクセスプリアンブルの系列に関する情報
　（８）本実施形態の第４の態様は、端末装置１であって、２ステップコンテンションベ
ースランダムアクセス手順を制御する上位層処理部１４と、前記２ステップコンテンショ
ンベースランダムアクセス手順の第１のステップとして、ランダムアクセスプリアンブル
とデータを送信する送信部１０と、を備え、（１）前記データを含む物理チャネルのスク
ランブリングのために用いられるスクランブル系列の初期化に関するパラメータと（２）
前記データを含む前記物理チャネルに関連する復調参照信号（ＤＭＲＳ）の生成のために
用いられるパラメータの一方、または、両方は、（３）前記ランダムアクセスプリアンブ
ルのインデックスと（４）前記ランダムアクセスプリアンブルの送信のためのリソースの
一方、または、両方に基づいて決定される。
【０２０４】
　（９）本実施形態の第５の態様は、基地局装置３であって、２ステップコンテンション
ベースランダムアクセス手順を制御する上位層処理部３４と、前記２ステップコンテンシ
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ョンベースランダムアクセス手順の第１のステップとして、ランダムアクセスプリアンブ
ルとデータを受信する受信部３０と、を備え、（１）前記データを含む物理チャネルのス
クランブリングのために用いられるスクランブル系列と（２）前記データを含む前記物理
チャネルに関連する復調参照信号の生成のために用いられるパラメータの一方、または、
両方は、（３）前記ランダムアクセスプリアンブルのインデックスと（４）前記ランダム
アクセスプリアンブルの送信のためのリソースの一方、または、両方に基づいて決定され
る。
【０２０５】
　（１０）本実施形態の第６の態様は、端末装置１であって、２ステップコンテンション
ベースランダムアクセス手順を制御する上位層処理部１４と、前記２ステップコンテンシ
ョンベースランダムアクセス手順の第１のステップとして、ランダムアクセスプリアンブ
ルとデータを送信する送信部１０と、を備え、前記上位層処理部１４は、（１）ランダム
アクセスプリアンブルの複数のグループのうちの何れか１つのグループを選択し、（２）
前記選択したグループの中から前記ランダムアクセスプリアンブルを選択し、（３）複数
の送信パラメータの中から前記選択したグループに対応する送信パラメータを選択し、前
記データの送信は、前記選択した送信パラメータに基づく。
【０２０６】
　（１１）本実施形態の第７の態様は、端末装置１であって、ランダムアクセスレスポン
ス受信またはコンテンションリゾリューションの失敗に基づいて送信カウンタをインクリ
メントする上位層処理部１４と、上位層のパラメータｐｏｗｅｒＲａｍｐｉｎｇＳｔｅｐ
（１）を示す情報、および、上位層のパラメータｐｏｗｅｒＲａｍｐｉｎｇＳｔｅｐ（２
）を示す情報を受信する受信部１０と、送信電力をセットする送信電力制御部１２と、を
備え、２ステップコンテンションベースランダムアクセス手順の第１のステップにおける
ＰＲＡＣＨ送信のための送信電力は、前記送信カウンタ、および、前記上位層のパラメー
タｐｏｗｅｒＲａｍｐｉｎｇＳｔｅｐ（１）に少なくとも基づいて与えられ、前記２ステ
ップコンテンションベースランダムアクセス手順の前記第１のステップにおけるＰＵＳＣ
Ｈ送信のための送信電力は、前記送信カウンタ、および、前記上位層のパラメータｐｏｗ
ｅｒＲａｍｐｉｎｇＳｔｅｐ（２）に少なくとも基づいて与えられる。
【０２０７】
　本実施形態の第２から第５の態様において、データはメッセージＸであってもよい。本
実施形態の第３および第４の態様において、前記データを含む物理チャネルのスクランブ
リングのために用いられるスクランブル系列の初期化に関するパラメータは、メッセージ
Ｘの符号化ビットまたは変調シンボルのスクランブルのために用いられるスクランブル系
列の初期化に関するパラメータＤ４であってもよい。本実施形態の第３および第４の態様
において、前記データを含む前記物理チャネルに関連する復調参照信号の生成のために用
いられるパラメータは、メッセージＸを含むＰＵＳＣＨの送信に関連するＤＭＲＳに関す
るパラメータＤ６であってもよい。本実施形態の第６の態様において、送信パラメータは
、上述したパラメータＤ１からＤ７を含んでもよい、また、パラメータＤ１からＤ７以外
のパラメータを含んでもよい。
【０２０８】
　これにより、端末装置および基地局装置が互いに、効率的にランダムアクセス手順を実
行することができる。
【０２０９】
　本発明に関わる基地局装置３は、複数の装置から構成される集合体（装置グループ）と
して実現することもできる。装置グループを構成する装置の各々は、上述した実施形態に
関わる基地局装置３の各機能または各機能ブロックの一部、または、全部を備えてもよい
。装置グループとして、基地局装置３の一通りの各機能または各機能ブロックを有してい
ればよい。また、上述した実施形態に関わる端末装置１は、集合体としての基地局装置と
通信することも可能である。
【０２１０】
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　また、上述した実施形態における基地局装置３は、ＥＵＴＲＡＮ（Evolved Universal 
Terrestrial Radio Access Network）であってもよい。また、上述した実施形態における
基地局装置３は、ｅＮｏｄｅＢに対する上位ノードの機能の一部または全部を有してもよ
い。
【０２１１】
　本発明に関わる装置で動作するプログラムは、本発明に関わる上述した実施形態の機能
を実現するように、Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ（ＣＰＵ）等を制
御してコンピュータを機能させるプログラムであっても良い。プログラムあるいはプログ
ラムによって取り扱われる情報は、処理時に一時的にＲａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅ
ｍｏｒｙ（ＲＡＭ）などの揮発性メモリに読み込まれ、あるいはフラッシュメモリなどの
不揮発性メモリやＨａｒｄ　Ｄｉｓｋ　Ｄｒｉｖｅ（ＨＤＤ）に格納され、必要に応じて
ＣＰＵによって読み出し、修正・書き込みが行なわれる。
【０２１２】
　尚、上述した実施形態における装置の一部、をコンピュータで実現するようにしても良
い。その場合、この制御機能を実現するためのプログラムをコンピュータが読み取り可能
な記録媒体に記録して、この記録媒体に記録されたプログラムをコンピュータシステムに
読み込ませ、実行することによって実現してもよい。ここでいう「コンピュータシステム
」とは、装置に内蔵されたコンピュータシステムであって、オペレーティングシステムや
周辺機器等のハードウェアを含むものとする。また、「コンピュータが読み取り可能な記
録媒体」とは、半導体記録媒体、光記録媒体、磁気記録媒体等のいずれであってもよい。
【０２１３】
　さらに「コンピュータが読み取り可能な記録媒体」とは、インターネット等のネットワ
ークや電話回線等の通信回線を介してプログラムを送信する場合の通信線のように、短時
間、動的にプログラムを保持するもの、その場合のサーバやクライアントとなるコンピュ
ータシステム内部の揮発性メモリのように、一定時間プログラムを保持しているものも含
んでもよい。また上記プログラムは、前述した機能の一部を実現するためのものであって
もよく、さらに前述した機能をコンピュータシステムにすでに記録されているプログラム
との組み合わせで実現できるものであってもよい。
【０２１４】
　また、上述した実施形態に用いた装置の各機能ブロック、または諸特徴は、電気回路、
すなわち典型的には集積回路あるいは複数の集積回路で実装または実行され得る。本明細
書で述べられた機能を実行するように設計された電気回路は、汎用用途プロセッサ、デジ
タルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプ
ログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、またはその他のプログラマブル論理デバイス、
ディスクリートゲートまたはトランジスタロジック、ディスクリートハードウェア部品、
またはこれらを組み合わせたものを含んでよい。汎用用途プロセッサは、マイクロプロセ
ッサであってもよいし、代わりにプロセッサは従来型のプロセッサ、コントローラ、マイ
クロコントローラ、またはステートマシンであってもよい。汎用用途プロセッサ、または
前述した各回路は、ディジタル回路で構成されていてもよいし、アナログ回路で構成され
ていてもよい。また、半導体技術の進歩により現在の集積回路に代替する集積回路化の技
術が出現した場合、当該技術による集積回路を用いることも可能である。
【０２１５】
　なお、本願発明は上述の実施形態に限定されるものではない。実施形態では、装置の一
例を記載したが、本願発明は、これに限定されるものではなく、屋内外に設置される据え
置き型、または非可動型の電子機器、たとえば、ＡＶ機器、キッチン機器、掃除・洗濯機
器、空調機器、オフィス機器、自動販売機、その他生活機器などの端末装置もしくは通信
装置に適用出来る。
【０２１６】
　以上、この発明の実施形態に関して図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこ
の実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等も含
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態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて得られる実施形態についても本発
明の技術的範囲に含まれる。また、上記各実施形態に記載された要素であり、同様の効果
を奏する要素同士を置換した構成も含まれる。
【符号の説明】
【０２１７】
１（１Ａ、１Ｂ、１Ｃ）　端末装置
３　基地局装置
１０　無線送受信部
１１　アンテナ部
１２　ＲＦ部
１３　ベースバンド部
１４　上位層処理部
１５　媒体アクセス制御層処理部
１６　無線リソース制御層処理部
３０　無線送受信部
３１　アンテナ部
３２　ＲＦ部
３３　ベースバンド部
３４　上位層処理部
３５　媒体アクセス制御層処理部
３６　無線リソース制御層処理部

【図１】 【図２】
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【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】
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